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No.100広 報 も と み や

平成27年5月1日発行　Motomiya City Public Relations

祝 広報もとみや創刊100号
　　マイホーム取得と宅地造成を支援します

　　　 　平成27年度人事異動

みずいろ公園にてお花見をする親子



2広報もとみや5月号

本
宮
市
誕
生

２
０
０
７
年
１
月

２
０
０
８
年

３
月
１
日
発
行

２
０
０
９
年

11
月
１
日
発
行

２
０
１
０
年

11
月
１
日
発
行

２
０
１
１
年

３
月
30
日
発
行

バックナンバーでふり
かえる広報もとみや

2

「本宮市」誕生「本宮市」誕生
新しい歴史の第一歩が踏み出されました

平成19年1月1日

　

平
成
19
年
１
月
１
日
、
本
宮
町
と
白
沢
村
が
合
併
し
、

「
本
宮
市
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

人
口
、
３
１
、
７
５
４
人
（
平
成
19
年
１
月
１
日
現

在
）、
面
積
８
７
・
９
４
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
「
本
宮
市
」

と
し
て
新
た
な
歴
史
を
刻
ん
で
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
２
町
村
が
築
い
て
き
た
歴
史
と
文
化
、
産
業

を
生
か
し
な
が
ら
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、「
水
と

緑
と
心
が
結
び
合
う
、
未
来
に
輝
く
ま
ち
づ
く
り
」
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

次
の
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に

　
　

「
明
る
く
豊
か
な
ふ
る
さ
と
」
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
宮
市
長
職
務
執
行
者

岡　

部　

善　

宜

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

輝
か
し
い
新
年
を
迎
え
、
新
し
い
市
「
本
宮
市
」
が
誕
生
い
た
し
ま
し

た
。

　

本
宮
町
と
白
沢
村
が
一
つ
と
な
り
、
３
２
，
０
０
０
市
民
の
大
き
な
夢

と
希
望
を
担
い
、
新
市
の
将
来
像
で
あ
る
「
水
と
緑
と
心
が
結
び
合
う
、

未
来
に
輝
く
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
の
た
め
、
豊
か
な
自
然
を
守
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
徴
を
生
か
し
な
が
ら
、
皆
さ
ん
と
と
も
に
夢
の
実
現

に
向
け
て
実
践
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

人
が
輝
く
と
こ
ろ
に
「
ま
ち
」
の
輝
き
が
あ
り
、
人
が
幸
せ
を
感
じ
る

と
こ
ろ
に
「
ま
ち
」
の
豊
か
さ
が
あ
る
と
申
し
ま
す
。

　

新
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
少
子
高
齢
化
や
地
方
分
権
社
会
に
対
応
で
き

る
行
政
基
盤
を
確
立
し
な
が
ら
、
活
力
の
あ
る
「
ま
ち
」
を
造
っ
て
い
く

と
と
も
に
、
次
の
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
「
明
る
く
豊
か
な
ふ
る
さ

と
」
を
引
き
継
ぐ
た
め
、
最
大
限
の
努
力
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

皆
様
に
は
、
新
し
い
本
宮
市
の
限
り
な
い
発
展
の
た
め
、
な
お
一
層
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
し
て
、
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。

開庁式で市民や来賓を前に式辞を述べる岡部本宮市長職務執行者
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広報もとみや　平成19年1月

１月４日１月４日１月４日
本宮市役所で開庁式
白沢総合支所で開所式
本宮市役所で開庁式
白沢総合支所で開所式

１
月
１
日
は

各
行
政
委
員
へ
辞
令
交
付

　

本
宮
市
が
誕
生
し
た
１
月
１
日

は
、
岡
部
善
宜
市
長
職
務
執
行
者

が
条
例
・
規
則
等
の
告
示
や
教
育

委
員
会
委
員
、
消
防
団
長
な
ど
各

行
政
委
員
へ
の
辞
令
交
付
を
行
い

ま
し
た
。

　

仕
事
始
め
と
な
る
１
月
４
日
に

は
、
本
宮
市
役
所
（
旧
本
宮
町
役

場
）
と
白
沢
総
合
支
所
（
旧
白
沢

村
役
場
）
に
お
い
て
、
開
庁
式
、

開
所
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
宮
市
役
所
の
開
庁
式
は
、
８

時
10
分
か
ら
市
役
所
玄
関
ホ
ー
ル

で
、
岡
部
善
宜
本
宮
市
長
職
務
執

行
者
（
前
白
沢
村
長
）、
佐
藤
嘉

重
旧
本
宮
町
長
、
高
松
義
行
旧
本

宮
町
議
会
議
長
、
根
本
善
裕
旧
白

沢
村
議
会
議
長
、
蛭
田
勇
成
福
島

県
県
北
地
方
振
興
局
長
ら
が
参
加

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
最
初
に
市

旗
が
披
露
さ
れ
、
岡
部
本
宮
市
長

職
務
執
行
者
か
ら
は
、「
合
併
新

法
下
で
全
国
初
め
て
の
新
設
、
対

等
合
併
市
と
な
る
。
地
理
的
条
件

を
最
大
限
に
生
か
し
、
心
か
ら
沸

き
出
る
知
恵
す
な
わ
ち
「
英
知
」、

そ
し
て
全
市
民
を
心
か
ら
慈
し
む

政
治
「
仁
政
」
の
拠
点
と
し
て
本

宮
市
役
所
を
こ
こ
に
開
庁
す
る
」

と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行

わ
れ
、「
本
宮
市
」
誕
生
を
祝
い

ま
し
た
。

　

白
沢
総
合
支
所
の
開
所
式
お
よ

び
仕
事
始
め
の
式
は
、
午
前
10
時

か
ら
総
合
支
所
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
白
沢
総
合
支
所
銘
板
の
除
幕

が
さ
れ
た
後
、
岡
部
市
長
職
務
執

行
者
か
ら
の
訓
示
が
あ
り
ま
し

た
。市

民
の
皆
さ
ん
も

　
　

早
く
か
ら
来
庁

　

１
月
４
日
は
、
窓
口
業
務
も
通

常
通
り
午
前
８
時
30
分
か
ら
行
わ

れ
、
市
民
の
皆
さ
ん
も
早
く
か
ら

訪
れ
て
い
ま
し
た
。

市　　章

　本宮市の頭文字「も」
をモチーフにデザイン
化。
　「豊かな自然（水・緑・
川）」「飛翔する鳥」「合
併の２町村」をイメー
ジすると共に、未来に
向かって飛躍・発展す
る新市を力強くシンボラ
イズしています。

　

１
月
１
日
に
岡
部
市
長
職
務
執
行
者

か
ら
辞
令
を
受
け
る
川
名
榮
消
防
団
長

訓示

新市第１号のバイクナンバーの交付
を受ける加藤寿幸さん（青田字羽山）

白沢総合支所銘板の除幕をする岡部市長職務執行者と佐久間和夫支所長

▲

　

岡
部
市
長
職
務
執
行
者
か
ら
訓
示
を

受
け
る
支
所
職
員

▲

昔
な
が
ら
の
養
蚕
用
具
と
蚕

の
安
全
や
多
収
祈
願
の
お
札

が
登
録
有
形
民
俗
文
化
財
に

白
沢
地
区
の
養
蚕
の
歴
史

「
白
沢
の
養
蚕
関
係
用
具
」
が

国
の
登
録
有
形
民
俗
文
化
財
に

白沢の養蚕

養蚕用具の保存と活用

■
笑
顔
が
い
っ
ぱ
い
「
え
ぽ
か
」オープニングセレモニーでの愛称披露

上右：

上左：

下右：

下左：

■
明
る
く
開
放
的

　
　

白
沢
地
区
の
拠
点
施
設

オープニングセレモニーでのテープカット

上右：

上左：

下右：

下左：

石川　良訓さん
（白岩字堤崎）

▼
利
用
さ
れ
た
方
の
感
想服部　智恵さん

（本宮字塩田入）

◆
問
い
合
わ
せ
先

白沢総合支所
ダイヤルイン（直通電話）導入のお知らせ

地域振興 課　☎44－2113
市 民 福 祉 課　☎44－2114
産 業 建 設 課　☎44－2115

上川　悦子さん
（本宮字千代田）

▼
利
用
さ
れ
た
方
の
感
想

白沢総合支所
本宮市民元気いき

いき

応援プラザ（愛称：え
ぽか）
ききいきききいきいき

ええぽぽか）えぽかぽか）））か）白沢総合白沢白沢総沢総合合

新しい２つの
応応応応援プ応援応援ププラ

拠点施設が
落成・オープン
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広報もとみやNo.1
【特集：本宮市誕生】
本宮町と白沢村が合併して誕生した本宮市。
市章は本宮市の頭文字の「も」をイメージ。
広報の歴史もここから始まりました。

広報もとみやNo.15
【特集：白沢の養蚕関係用具】
白沢地区の養蚕用具と養蚕の安全と多収祈願
のお札が国の有形民俗文化財として登録され
ました。白沢は昔養蚕が盛んな地域でした。

広報もとみやNo.47
【特集：市勢映像作成】
約１年間をかけて作成した市勢映像が完成し
ました。旧町・村の歴史と本宮の四季の移ろ
いを収めた映像になっています。

広報もとみやNo.35
【特集：えぽか・支所が落成】
白沢総合支所とえぽか（元気いきいき応援プ
ラザ）がこの年落成しました。現在まで市に
欠かせない施設として利用されています。

広報もとみや号外No.1
３月11日の東日本大震災を受け、震災と原
発事故に関する最新情報をお届けするため広
報もとみやの号外を発行しました。現在まで
発行を続けています。

おかげさまで

広報もとみや発刊100号
これからも読んでもらえる広報を！

おおか
祝



3 広報もとみや5月号

平
成
19
年
１
月
に
旧
本
宮
町

と
旧
白
沢
村
が
町
村
合
併

を
し
誕
生
し
た
本
宮
市
。
広
報
も

と
み
や
は
、
平
成
19
年
１
月
か
ら

始
ま
り
、
今
月
号
で
発
刊
１
０
０

号
を
迎
え
ま
し
た
。
毎
月
１
回
、

皆
さ
ん
の
お
手
元
に
、
市
の
話
題

や
、
頑
張
る
皆
さ
ん
の
姿
・
笑
顔

を
届
け
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
間
に
は
、
東
日
本
大
震
災

の
発
生
を
受
け
、
休
刊
を
余
儀
な

く
さ
れ
、
広
報
も
と
み
や
号
外
を

発
行
す
る
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
で
き

ご
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　

下
の
年
表
で
は
、
創
刊
か
ら
１

年
ご
と
に
、
広
報
広
聴
係
が
特
に

印
象
に
残
っ
た
特
集
・
で
き
ご
と

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

市
の
大
き
な
流
れ
を
広
報
も
と

み
や
を
ご
覧
に
な
り
な
が
ら
、
皆

さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
出
と
重
ね

合
わ
せ
、
ふ
り
か
え
っ
て
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
広
報
紙

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
普
及
し
て

い
る
現
代
。
欲
し
い
情
報
を
探
す

の
は
容
易
で
す
。
し
か
し
、
そ
こ

に
は
出
典
が
あ
い
ま
い
な
も
の
も

少
な
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

市
の
広
報
紙
と
し
て
、
し
っ
か

り
と
確
か
な
情
報
を
伝
え
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
行
政

の
ど
う
し
て
も
堅
く
な
り
が
ち
な

内
容
を
わ
か
り
や
す
く
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
読
ん
で
い
た
だ
け
る
も

の
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
広
報
も
と
み
や

が
、
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
、
愛
さ

れ
る
広
報
紙
に
な
る
よ
う
、
努
力

を
重
ね
て
い
き
ま
す
の
で
、
応
援

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

２
０
１
１
年

５
月
１
日
発
行

２
０
１
２
年

８
月
１
日
発
行

２
０
１
３
年

9
月
１
日
発
行

２
０
１
４
年

2
月
１
日
発
行

２
０
１
５
年

４
月
１
日
発
行

3 広報もとみや 9 月号 2広報もとみや 9 月号

と
も
に
誇
れ
る
郷
土
に

　

７
月
31
日
、
埼
玉
県
上
尾
市
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

両
市
の
市
民
の
皆
さ
ん
約
３
６
０
人

が
見
守
る
な
か
、『
上
尾
市
・
本
宮
市

友
好
都
市
協
定
締
結
式
』が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

上
尾
市
は
、
東
日
本
大
震
災
の
被

災
地
支
援
と
し
て
、
平
成
23
年
３
月

26
日
か
ら
24
日
間
、
本
宮
市
を
拠
点

と
し
て
福
島
県
へ
緊
急
消
防
援
助
隊

を
派
遣
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、

継
続
的
な
支
援
・
交
流
を
行
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
23
年
11
月
11
日
に
災

害
時
の
相
互
応
援
に
関
す
る
協
定
を

締
結
し
た
ほ
か
、
上
尾
市
と
本
宮
市

の
子
ど
も
た
ち
の
交
流
会
を
は
じ

め
、
野
球
や
サ
ッ
カ
ー
の
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
の
交
流
、
民
俗
芸
能
で
の
市

民
交
流
に
加
え
、
市
議
会
や
区
長
会

に
お
い
て
も
研
修
な
ど
を
通
し
た
交

流
も
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
契
機
と
し
て
、
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
・
経
済
な
ど
幅
広
い
分
野
に

わ
た
り
、両
市
の
交
流
の
絆
を
深
め
、

将
来
に
わ
た
っ
て
共
に
一
層
の
発
展

に
努
め
ま
す
。

市
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
同
士
の
婚
約

　

上
尾
市
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

｢

ア
ッ
ピ
ー｣

と
本
宮
市
の
イ
メ
ー
ジ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー｢

ま
ゆ
み
ち
ゃ
ん｣

が
７

月
31
日
、
婚
約
し
ま
し
た
。
協
定
式
と

同
日
に
行
わ
れ
た
婚
約
式
で
は
、
将
来

の
結
婚
を
誓
い
合
い
そ
れ
ぞ
れ
誓
約
書

へ
の
サ
イ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

福
島
県
の｢

キ
ビ
タ
ン｣

、
埼
玉
県
の

｢

コ
バ
ト
ン｣

、
郡
山
市
の｢

が
く
と
く

ん｣

な
ど
多
く
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
か
ら

お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
き
、
二
人

を
祝
福
し
て
い
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

ア
ッ
ピ
ー
と
ま
ゆ
み
ち
ゃ
ん
を
通
し

て
、
こ
れ
か
ら
も
楽
し
い
交
流
が
で
き

れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。

１.昨年8月の上尾市・陸前高田市との剣道交流会／２.あげお
産業祭では本宮の特産品を販売しました／３.ちょっと素顔の
もとみやの旅では、上尾市民の皆さんが本宮市内を見学しま
した

上
尾
市
・
本
宮
市

友
好
都
市
協
定
締
結

上
尾
市
職
員
で
現
在
本
宮
市
役
所
に
派
遣
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

奥
隅
さ
ん
が
本
宮
市
の
印
象
と
上
尾
市
の
名
所
を
紹
介
し
ま
す

3 １2

街
角

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

上
尾
市
の「
観
光
名
所
」紹
介

▲ 佐藤 幸さん・まりえさん
（上尾市愛宕）

奥隅雄一さん。
今年4月、上尾市から
本宮市へ赴任

実は自転車のまちの上尾。広々としたサイクリン
グロードを思い切り走り抜けられます。

とても広い敷地の公園です。春は桜、夏は花しょうぶ、
秋は紅葉など季節それぞれでいろんな花が楽しめます。

1
万
発
以
上
打
ち
上
げ
る
あ
げ
お
花
火
大

会
。
県
内
外
か
ら
多
く
の
観
光
客
が
集
ま
り
、

盛
り
上
が
り
ま
す
。（
8
月
上
旬
）

夏の風物詩のどろいんきょ。いんきょ神輿と呼ばれる
神輿を土の上で転がすことを｢どろいんきょ｣と言います。
（7月下旬）

あげおサイクリングロード

あげお花火大会

上尾丸山公園

平方祇園のどろいんきょ

婚約しました

本宮市は、空気が
きれいで星がきれ
いで人がやさしく
田んぼと自然が多
いところ
私はそう感じてい
ます！
私の住んでいる上
尾を紹介します。

特
集

特
集

TOPICS 話 題題
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市内住所で公立幼稚園・保育所
へ通う第１子は、所得税非課税
世帯で無料、課税世帯は一律月
額5,000円を助成。第２子につい
ては、すべて無料へ
私立についても、公立を限度額
に助成。（詳しくは15ページ）

子どもたちの運動機会の確保
と体力向上のため「しらさわグ
リーンパーク記念樹の杜」の敷
地を利用し、屋外遊び場を整
備する。

小・中学校の学習環境の向上
と児童生徒の健康保持のため、
市内の全10校の教室などにエ
アコンを設置予定。

残る除染の進行をスピード
アップし、安全で安心な空間
づくりをする。また、残り5地
区の仮置場を春までに決定し、
設置を進めていく。

コンビニ収納・ゆうちょ銀行
収納を4月より、これまでの7
科目から16科目へ拡大予定。
また、コンビニ収納は24時間
納付可に。

今年で3回目となる復興の集い
を3月9日（日）と3月11日（火）の
2日間の実施を予定しており、
本宮市民の歌の発表などを行
う。

本
宮
市
民
憲
章
が

　

制
定
さ
れ
ま
し
た

わ
た
く
し
た
ち
は
、
美
し
い
安
達
太
良
山
を
望
み
、

阿
武
隈
川
の
豊
か
な
流
れ
に
は
ぐ
く
ま
れ
、
歴
史
と
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、

未
来
に
大
き
な
夢
を
抱
い
て
躍
進
す
る
本
宮
市
の
市
民
で
す
。

わ
た
く
し
た
ち
は
、
本
宮
市
民
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
と
責
任
を
持
っ
て
、

新
し
い
文
化
を
創
造
し
、
自
然
と
共
に
生
き
る
住
み
よ
い
も
と
み
や
を

つ
く
る
た
め
に
、
こ
こ
に
市
民
憲
章
を
定
め
ま
す

本
宮市

民
憲
章

１
．
水
と
緑
を
大
切
に
す
る
も
と
み
や
を
つ
く
り
ま
す
。　

２
．
支
え
あ
い
の
輪
が
広
が
る
も
と
み
や
を
つ
く
り
ま
す
。

３
．
豊
か
な
文
化
を
は
ぐ
く
む
も
と
み
や
を
つ
く
り
ま
す
。

４
．
子
ど
も
が
健
や
か
に
育
つ
も
と
み
や
を
つ
く
り
ま
す
。

５
．
元
気
に
働
き
、
夢
を
実
現
す
る
も
と
み
や
を
つ
く
り
ま
す
。

　

１
月
９
日
、
高
松
市
長
は
報
道
陣

に
対
し
、
年
頭
の
記
者
会
見
を
開
き
ま

し
た
。
市
長
は
、「
未
来
に
つ
な
が
る
震

災
・
災
害
か
ら
の
復
興
」、「
定
住
促
進

に
つ
な
が
る
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
」、

「
安
心
に
つ
な
が
る
災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
」を
課
題
に
、
保
育
料
無
料
化・

一
部
助
成
を
含
む
６
つ
の
今
年
の
計
画

を
発
表
し
ま
し
た
。

　

1
月
14
日
、
本
宮
市
に
浪

江
町
避
難
者
の
た
め
の
復
興

公
営
住
宅
を
建
設
す
る
た
め
、

樵き
こ
り

隆
男
福
島
県
企
画
調
整
部

避
難
地
域
復
興
局
長
立
ち
会

い
の
も
と
、
馬
場
有
浪
江
町
長

と
高
松
義
行
本
宮
市
長
が
協

定
書
に
署
名
し
ま
し
た
。

　

高
松
市
長
は
、「
復
興
へ
の

次
の
ス
テ
ー
ジ
の
た
め
、
避
難

さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
の
ご
意

見
を
聞
き
な
が
ら
良
質
な
復

興
公
営
住
宅
を
作
っ
て
い
き

た
い
」と
話
し
ま
し
た
。
ま
た
、

保
育
料
無
料
化
・
一
部
助
成
へ

復
興
公
営
住
宅
建
設
へ

馬
場
町
長
は「
人
間
生
活
を
営

む
以
上
、
住
宅
は
か
か
せ
な

い
。
本
宮
市
で
の
住
宅
を
基
礎

に
生
活
再
建
・
復
旧
復
興
を
考

え
て
い
け
る
こ
と
を
う
れ
し

く
思
い
ま
す
」と
話
し
ま
し
た
。

　

復
興
公
営
住
宅
は
、
復
興

庁
・
県
・
浪
江
町
が
住
民
意
向

調
査
を
行
っ
た
結
果
を
ふ
ま

え
て
、
浪
江
町
と
協
議
を
し
な

が
ら
、
市
が
今
後
候
補
地
の
選

定
を
進
め
、
早
期
の
完
成
を
目

指
し
て
事
業
を
実
施
し
て
い

き
ま
す
。

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
共
通
の
目
標
で
あ
り
、
心

の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
市
民

憲
章
の
制
定
に
向
け
て
、
市

民
の
代
表
者
な
ど
12
人
に
よ

る「
本
宮
市
市
民
憲
章
及
び

市
民
の
歌
検
討
委
員
会
」で

検
討
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
文
案
を
お
寄
せ
い
た

だ
き
、
ま
た
、
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
と
し
て
ご
意
見
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
市
民
に

と
っ
て
親
し
み
や
す
く
印
象

深
く
感
じ
ら
れ
る
憲
章
、
音

読
し
た
時
に
心
地
よ
く
耳
に

入
っ
て
く
る
憲
章
、
簡
潔
で

わ
か
り
や
す
い
憲
章
を
制
定

し
た
い
と
し
て
検
討
委
員
会

で
の
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し

た
が
、
平
成
26
年
１
月
１
日

付
で「
本
宮
市
民
憲
章
」が
制

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、こ
の
市
民
憲
章
が
、

各
種
会
合
・
式
典
・
大
会
な

ど
市
民
の
皆
さ
ん
の
集
ま
る

場
で
唱
和
さ
れ
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
慣
れ
親
し
ま
れ
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。

▲ 報道陣を前に平成26年の計画を発表する高松市長

▲ 協定書を取り交わした馬場町長（左）と高松市長（中央）
立ち会いの樵避難地域復興局長（右）

▲協定書にサインする馬場町長と高松市長

市
長
年
頭
記
者
会
見
を
開
く

①幼稚園・保育所保育料の全額・一部助成

④スマイルキッズパークの屋外遊び場建設

②小・中学校へのエアコン設置

⑤放射能除染・仮置場設置の推進

③コンビニ収納・ゆうちょ銀行収納の拡大

⑥「本宮市復興の集い2014」の開催

福
島
復
興
へ
の
新
た
な
一
歩

広報もとみやNo.67
【特集：本宮駅東口広場・スマイルキッ
ズパークオープン】
本宮駅東口広場が完成し、旧保健センターに
スマイルキッズパーク屋内遊び場がオープン
しました。

広報もとみやNo.85
【特集：市民憲章制定】
本宮市民の心をひとつにするため市民憲章を
制定しました。また、この年市民の歌「みず
いろのまち」も制作されました。

広報もとみやNo.52
【特集：東日本大震災】
震災から１カ月半後の本宮の現状をお伝えし
ました。大きく割れた道路、避難を余儀なく
された方々など大きな爪あとを残しました。

広報もとみやNo.80
【特集：友好都市協定締結】
震災以降さまざまな支援をいただいていた上
尾市と友好都市協定を締結しました。同時に
まゆみちゃんとアッピーが婚約。

広報もとみやNo.99
【特集：来訪ウィリアム王子】
英国のウィリアム王子が本宮市のスマイル
キッズパークを訪れました。子どもたちと触
れ合い、記念植樹をされました。

　 旧町村広報紙の歴史

昭和34年 7月 1日発行
「広報もとみや」No.1

最終号は、閉町にあたって当時の佐藤嘉重町長と
高松義行議長が町民へメッセージを送った。

最終号は、白沢の宝として、多くの村民の皆さん
の笑顔の写真を掲載しました。

昭和33年10月1日発行
「白沢村政たより」No.1

平成18年12月1日発行
「広報もとみや」No.516

平成18年12月1日発行
「広報しらさわ」No.535

旧本宮町の広報紙

旧白沢村の広報紙
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TOPICSTOPICS題話

　　　　　マイホーム取得と宅地造成
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を支援します！

（対象および条件）
平成31年 3月 31日までに、居住を目的として市内に住宅を新規で取得し（新築または中古住宅購入）、
申請の時点で以下に該当している方。（建替えの場合は該当しません。）
※平成 27年度固定資産課税台帳登録分（平成 26年 1月 2日以降に完成 ･取得した住宅）より対象
となります。
（１）住宅の所有者であること
（２）新規取得した住宅に住民登録をしていること
（３）市税等の滞納がないこと
（４）奨励金交付後、10年以上継続して対象住宅に居住する意思があること
（５）居住者に暴力団員がいないこと

対 象 金 額
中学生以下の子がいる世帯 ３０万円（うち、３万円は本宮商品券）
その他の世帯 ２０万円（うち、２万円は本宮商品券）

①マイホームを取得した方へ最大30万円

②宅地造成をした事業者の方へ最大300万円

◆その他、避難指示区域等の住民で避難をされた方へ、
　市内で住宅を取得した際に支援をします

１区画当たり２０万円を交付額とします（上限額：３００万円）

（対象および条件）
平成 26年 10月 1日から平成 31年 3月 31日までの間に、以下に該当する宅地を造成した事業者
（１）1区画当たりの面積が 165平方メートル以上で、一団の土地に 3区画以上あること
（２）戸建て住宅地分譲の開発であり、都市計画区域内の場合は、建築基準法第 42条に規定する道路
　に接道し、都市計画区域外の場合は、幅員 4メートル以上の道路に接道すること

（対象及び条件）
平成３１年３月３１日までに、居住を目的として市内に住宅を新規で取得し（新築または中古住宅購
入）、申請の時点で以下に該当している方。（建替えの場合は該当しません。）
※平成２７年度固定資産課税台帳登録分（平成２６年１月２日以降に完成 ･取得した住宅）より対象
となります。
（１）住宅の所有者であること
（２）市税等の滞納がないこと
（３）奨励金交付後、避難指示区域等が解除されるまで継続して対象住宅に居住する意思があること
（４）居住者に暴力団員がいないこと

（奨励金の額）
３年間分の固定資産税に相当する額を奨励金として交付します。
（上限額：中学生以下のお子さんがいる世帯 30万円、その他の世帯 20万円）

※なお、申請方法、制度に関する詳しい内容等については市長公室定住対策室までご連絡ください。

定住対策室　　☎２４- ５３２２問
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TOPICSTOPICS題話
お
世
話
に
な
り
ま
す

お
世
話
に
な
り
ま
す

　

４
月
17
日
に
え
ぽ
か
で
、
行
政
区
長
会

議
が
開
催
さ
れ
、
行
政
区
長
へ
の
委
嘱
状

交
付
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

行
政
区
長
、
連
絡
員
の
皆
さ
ん
は
、
市

と
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
、

ま
た
市
か
ら
の
回
覧
や
配
布
物
を
届
け
て

い
た
だ
く
こ
と
、
各
種
募
金
、
各
種
委
員

の
推
薦
な
ど
を
お
願
い
し
、
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
役
と
な
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
の
行
政
区
長
・
行
政
連
絡
員
の

み
な
さ
ん
１
９
２
人
を
ご
紹
介
し
ま
す
。４月17日行われた会議の様子。行政区長へ委嘱状が交付されました

 本宮地区  １区区長　後藤末雄　（連）橋本喜里　（連）高橋正彰　（連）坂下行雄　２区区長　渡辺　晃　（連）浅倉信
行　（連）木津正博　（連）橋本秀男　３区区長　柳原邦男　（連）若槻重一　（連）野内謙一　（連）伊藤滋敏　（連）安藤正
光　４区区長　畠山晴男　（連）小島健男　（連）坂田龍治　（連）小沼貞彦　（連）古宮悠吉　５区区長　笠原宏男（連）
菊池啓治　（連）渡辺良三　（連）大野一彦　（連）渡辺智夫　（連）安斎クニ　６区荒町区長　小山　宏　６区愛宕区長　
国分義正　（連）伊藤功一　（連）堀川　明　６区舘町区長　渡辺一弘　（連）浜崎光則　７区区長　渡辺洋一　（連）松
山大洋　（連）菅野　充　８区区長　小林　守　（連）増子　仁　（連）菊地武志　（連）江川勝夫　９区区長　森川章夫
（連）安部英義　（連）三瓶恒雄　（連）佐藤京子　９区東区長　国分文雄　（連）大内三郎　10 区区長　佐原民男　（連）
国分　毅　（連）日塔徳裕　（連）石井義教　（連）国分久儀　（連）柏谷　潔　（連）水野玲彦　11 区区長　大内秀夫　（連）
今野　曻　（連）遊佐智之　（連）安藤正次　（連）高橋正夫　（連）三田和子　（連）橋本忠雄（連）松山善明　12 区区
長　国分久徳　（連）高橋寛紀　（連）高橋佐太衛　（連）影山浩信　13 区区長　渡辺俊宏　（連）山内勝利　（連）大野善光　
（連）斎藤守史　14 区区長　糠沢春男　（連）根本徳一　（連）大沼　仁　（連）白倉勇三
 青田地区 　舘区長　伊藤正弘　高日向区長　遠藤武夫　日記沢区長　武藤国雄　小池区長　小泉吉明　花掛区長
内藤尊久　（連）遠藤正男　戸ノ内区長　鈴木みい子　三ツ池区長　矢吹　智　開墾区長　後藤　諭　殕森区長　小林
幸雄　孫市区長　桑名和夫　（連）伊藤省三　瀬戸川団地区長　後藤秋寿
 荒井地区 　下舘区長　河合英夫　西町区長　渡辺勝則　三本松第一区長　佐藤一男　三本松第二区長　伊藤誠一
大久保区長　渡辺康裕　青田原区長　本泉常幸　五百川第一区長　国分成雄　まゆみが丘区長　馬場智和　（連）国分
敏子　沢田区長　国分悠孝　新介区長　菊地俊彦　五百川第二区長　増子明典　（連）本泉邦弘　（連）佐藤貴志　瀬戸
川団地区長　上田征夫　（連）佐久間美江
 仁井田地区 　１区区長　渡辺喜好　２区区長　橋本光人　３区区長　遠藤幹彦　４区区長　国分英行　５区区長
渡辺信雄　６区区長　遠藤正夫　（連）関　信宏　７区区長　遠藤重孝　（連）遠藤正明　（連）遠藤利和　８区区長　佐
藤俊男　９区区長　遠藤基栄　10 区区長　遠藤雄太　11 区区長　菊地雄治郎
 高木地区 　第１区長　加藤芳雄　第２区長　川名清政　第３区長　渡辺敏夫　第４区長　根本和幸　第５区長　日向
一雄　第６区長　芳賀春義　もとみや台区長　石井　清　（連）日下部勝洋　（連）本田　淳　（連）伊藤勝美
 岩根地区 　下町区長　渡辺憲一　中町区長　日下部角栄　上町区長　鈴木盛吉　羽瀬石区長　遠藤隆雄　下樋・梅
原区長　山崎敏雄　表矢沢区長　渡辺幸一　入矢沢区長　橋本和高　池ノ入区長　渡辺晴幸　みずきが丘区長佐久
間忠一朗　（連）高橋一彦　（連）佐藤佑介　（連）渡辺吉史　（連）須藤　学　（連）佐藤淳二　（連）伊藤有哉　（連）佐藤
弘幸　（連）村山健次
 関下地区 　下関下区長　石川昭一　上関下区長　名木一男　神座区長　増子勝久
 和田地区 　１区区長　高橋文雄　２区区長　安斎裕志　３区区長　根本孝志　４区区長　石橋一徳　５区区長
伊藤春一　６区区長　市川　豊　７区区長　稲田直美　８区区長　三瓶義夫　９区区長　吉田　勝　10 区区長　渡辺
宗彦　11 区区長　佐藤博志　13 区区長　橋本貴志
 糠沢地区 　１区区長　国分正一　２区区長　三瓶正弘　３区区長　氏家源幸　４区区長　川名佐俊　５区区長
遠藤孝一　６区区長　吉村昌典　７区区長　林　孝　８区区長　国分好一　９区区長　伊藤昭三
 白岩地区 　１区区長　渡辺之夫　２区区長　三浦吉雄　３区区長　遠藤勝徳　４区区長　渡辺寿光　５区区長
国分定義　６区区長　国分市広　７区区長　三瓶甚五郎　８区区長　石橋三博　９区区長　鍋島広栄　10 区区長　
茂木　浩
 長屋地区 　１区区長　渡辺甲一　２区区長　三瓶隆視　３区区長　鹿又信司　４区区長　渡辺義輝　５区区長
小山慎也
 稲沢地区 　１区区長　渡辺一博　２区区長　佐久間秀雄　３区区長　渡辺義美　４区区長　渡辺久伸　５区区
長　田中安嗣　６区区長　渡辺正衛　７区区長　渡辺明弘
 松沢地区 　１区区長　三瓶紀克　２区区長　松沢勇二　３区区長　菊地弥源治 ※（連）は行政連絡員です

※敬称略
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中
野
氏
退
任
・
佐
々
木
氏
就
任

中
野
氏
退
任
・
佐
々
木
氏
就
任

　

３
月
31
日
、
二
期
８
年
間
副
市

長
を
務
め
た
中
野
一
夫
氏
が
退
任

さ
れ
ま
し
た
。

　

４
月
１
日
に
は
、
３
月
26
日
の

定
例
市
議
会
で
議
会
か
ら
選
任
の

同
意
を
得
た
佐
々
木
広
文
氏
が
、

高
松
市
長
か
ら
辞
令
が
交
付
さ
れ

副
市
長
に
就
任
し
ま
し
た
。
佐
々

木
副
市
長
の
任
期
は
平
成
31
年
３

月
31
日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

【
経
歴
】
白
沢
村
議
会
議
員
、
白

沢
村
議
会
副
議
長
、
本
宮
市
議
会

議
員

子
ど
も
屋
外
プ
ー
ル
が
完
成

子
ど
も
屋
外
プ
ー
ル
が
完
成

　

本
宮
ま
ゆ
み
小
学
校
の
隣
に
建

設
を
進
め
て
い
た
子
ど
も
屋
外

プ
ー
ル
が
完
成
し
、
３
月
25
日
、

施
工
業
者
か
ら
本
宮
市
へ
引
き
渡

さ
れ
ま
し
た
。

　

プ
ー
ル
は
、
震
災
以
降
の
子
ど

も
た
ち
の
体
力
低
下
解
消
と
健
康

増
進
を
図
る
た
め
に
建
設
し
ま
し

た
。

　

今
年
の
夏
よ
り
運
営
が
ス
タ
ー

ト
し
、
本
宮
ま
ゆ
み
小
学
校
の
授

業
で
使
わ
れ
る
ほ
か
、
広
く
小
学

生
以
下
の
子
ど
も
た
ち
に
開
放

し
、
子
ど
も
た
ち
の
体
を
使
っ
た

外
遊
び
の
機
会
を
作
り
ま
す
。

屋
外
遊
具
の
更
新
が
完
了

屋
外
遊
具
の
更
新
が
完
了

　

昨
年
６
月
下
旬
か
ら
行
っ
て
い

た
公
立
幼
稚
園
と
小
学
校
の
遊
具

更
新
が
３
月
で
完
了
し
、幼
稚
園
・

小
学
校
全
校
の
遊
具
が
新
し
く
な

り
ま
し
た
。

　

今
回
の
更
新
は
、
子
ど
も
た
ち

の
屋
外
運
動
の
機
会
を
増
や
し
、

体
力
向
上
と
健
康
増
進
を
図
る
た

め
に
計
画
的
に
行
い
ま
し
た
。
遊

具
は
、
ブ
ラ
ン
コ
や
す
べ
り
台
、

ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
な
ど
で
、
年
齢

に
合
わ
せ
て
子
ど
も
た
ち
が
元
気

で
安
全
に
遊
べ
る
よ
う
配
置
し
ま

し
た
。

　

暖
か
い
春
を
迎
え
、
子
ど
も
た

ち
は
外
で
元
気
に
新
し
い
遊
具
を

使
っ
て
遊
び
回
っ
て
い
ま
し
た
。

委
員
長
に
菊
地
氏
就
任

委
員
長
に
菊
地
氏
就
任

　　　

３
月
26
日
の
選
挙
管
理
委
員
会

で
、
委
員
長
に
菊
地
恵
和
さ
ん
、

委
員
長
職
務
代
理
者
に
遠
藤
順
子

さ
ん
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

委
員
会
は
佐
々
木
光
一
さ
ん
（
再

任
）
と
佐
藤
安
雄
さ
ん
（
新
任
）

の
４
人
で
構
成
さ
れ
選
任
さ
れ
ま

し
た
。
任
期
は
、
平
成
31
年
３
月

25
日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

井
上
さ
ん
鈴
木
さ
ん
に
委
嘱

井
上
さ
ん
鈴
木
さ
ん
に
委
嘱

　

本
宮
市
の
行
政
相
談
員
に
、
井

上
進
さ
ん
と
鈴
木
悦
雄
さ
ん
が
再

任
さ
れ
、
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
。
任
期
は
平
成
29
年
３

月
31
日
ま
で
で
す
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
役
所
な
ど

の
仕
事
に
つ
い
て
の
苦
情
や
意

見
・
要
望
を
受
け
付
け
、
皆
さ
ん

と
関
係
行
政
機
関
等
と
の
間
に

立
っ
て
相
談
に
応
じ
て
い
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

〜
特
設
相
談
室
〜

　

５
月
25
日(

月)

　

        　

午
前
９
時
〜
正
午

　

中
央
公
民
館
第
１
研
修
室

　

秘
書
広
報
課　

広
報
広
聴
係

☎
24
‐
５
３
３
２

ジャングルジムで遊ぶ子どもたち（白岩幼稚園）

退任された中野前副市長（右）。８年間市政発
展にご尽力されました

本宮まゆみ小学校の隣に建設された屋外プール

菊地 恵和委員長
（稲沢）

遠藤 順子
委員長職務代理者
（荒井）

佐藤 安雄委員
（和田）

佐々木光一委員
（本宮）

副市長
佐々木 広文氏

井上　進さん
本宮字馬場12
☎33-2505

鈴木悦雄さん
白岩字根岸463-2
☎44-2026

問



7 広報もとみや5月号

TOPICSTOPICS題話

ふくふくさんさん・スミイ・スミイさんさん祝百歳祝百歳
　入江ふくさん（和田）が３月２５日で満１００歳
を迎えられました。百歳賀寿贈呈式はしらさわ有寿
園で行われ、市長・県知事から賀寿が贈られました。

　 ま た、 同 月
２７日には、遠
藤スミイさん（糠
沢）も満１００
歳を迎えられ、
グループホーム
みなみでたくさ
んの人が見守る
中、贈呈式が行
われました。

公民館長と分館長を任命
　４月１日付けで、地区公民
館長と白沢公民館分館長の辞
令が交付されました。
　今回新たに芦間則行さん（仁
井田）が仁井田地区公民館長
に任命されました。
　皆さんの任期は、平成29年
３月 31日までの２年間です。

　『ふるさとが育んでくれた宝もの』　（４月号つづき）
　「本宮方式」といえばもうひとつ。全国的に有名になった「本宮方式映画教室」があります。
本宮小学校の校庭の片隅に、今も当時制作された映画「こころの山脈（やまなみ）」の「愛
の鐘」が残されています。現在も教育の場でこの精神が脈々と受け継がれ、生かされて
いる事と思います。
　私は、花山公園からみた安達太良、あだたら橋からみた安達太良、昭代橋（下の橋）
からみた安達太良がとても好きです。安達太良山はいつも勇気とエネルギーを与えてく
れました。今でもふるさと本宮に帰って安達太良山を見ると、元気が出ます。安達太良山
はまさにいろいろな意味での「こころの山脈」です。
　ふるさと本宮の素晴らしい自然、歴史、伝統と文化が育んでくれたものは、家庭、地域、
社会において無意識のうちに役に立っていると思います。そして、それらを大切に継承し
ていくことでこれからますます有為な人材が輩出されることを願ってやみません。

』 づ

東京東京あだたら通信あだたら通信 その４

原
瀬
教
育
長
か
ら
辞
令
を
交
付

さ
れ
る
公
民
館
長
・
分
館
長
の

皆
さ
ん

「
桜
満
開
」

　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

　

本
宮
の
桜
も
４
月
上
旬
か
ら
中

旬
に
か
け
満
開
と
な
り
、
お
花
見

の
名
所
の
花
と
歴
史
の
里
蛇
の

鼻
、
塩
ノ
崎
の
大
桜
、
日
輪
寺
の

枝
垂
れ
桜
、み
ず
い
ろ
公
園
の
桜
、

城
ノ
内
古
戦
場
の
枝
垂
れ
桜
な
ど

へ
多
く
の
皆
さ
ん
が
お
出
か
け
に

な
り
、
春
陽
を
感
じ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

さ
て
、
福
島
全
県
で
「
ふ
く
し

ま
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
が
４
月
１
日
か
ら
６
月

30
日
ま
で
「
福
が
満
開
、
福
の

し
ま
。」
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
の

も
と
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
本

市
に
お
い
て
も
４
月
18
日
に
「
元

気
咲
か
そ
う
！
し
ら
さ
わ
桜
ま
つ

り
」
が
白
沢
公
民
館
前
特
設
会
場

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
さ
わ
や
か

な
青
空
の
も
と
大
勢
の
お
客
様
が

桜
を
見
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し

ま
れ
、
夜
に
は
浪
江
町
の
「
請
戸

川
リ
バ
ー
ラ
イ
ン
桜
ま
つ
り
」
を

復
活
さ
せ
た
「
夜
ざ
く
ら
花
火
」

が
行
わ
れ
、
５
，
０
０
０
発
の
花

火
が
夜
空
を
彩
り
、
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
さ
れ
た
桜
と
花
火
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
が
、
と
て
も
美
し
く

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
翌
日
の
19
日
に
は
、
県

内
外
か
ら
約
１
，
５
０
０
人
が
参

加
し
「
第
９
回
も
と
み
や
ロ
ー
ド

レ
ー
ス
大
会
」が
、グ
リ
ー
ン
パ
ー

ク
野
球
場
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
27
部
門
で

健
脚
を
競
い
、
北
は
北
海
道
か
ら

南
は
広
島
ま
で
全
国
の
多
数
の
方

に
参
加
い
た
だ
き
、
桜
が
咲
き
誇

る
中
を
一
生
懸
命
に
走
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
関
係
者
の
皆
様
に
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
本
市
に
お
い
て
80
代
の

方
が
、
成
り
済
ま
し
詐
欺
の
被
害

に
あ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ま
っ

た
く
卑
劣
な
行
為
で
許
さ
れ
る
べ

き
行
為
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の

よ
う
な
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
な
い

た
め
に
、
ひ
と
り
で
判
断
せ
ず
に

必
ず
家
族
や
知
人
、
警
察
署
へ
相

談
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
皆
さ

ん
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
に
は
ご

家
族
で
の
旅
行
を
計
画
さ
れ
て
い

る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
と
思
い

ま
す
が
、
体
調
管
理
に
は
充
分
ご

留
意
の
う
え
、
お
過
ご
し
く
だ
さ

い
。

　

 

（
４
月
22
日
執
筆
）

こんにちは！市長ですこんにちは！市長です vol. 31

本宮市長
高松義行

東京あだたら会副会長
山崎 清博さん

入江ふくさん（上）

遠藤スミイさん（下）

仁井田地区公民館長
芦間則行さん
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【
総
務
部
】　

▽
総
務
部
長　

渡
辺
正
博(

市

長
公
室
長)　

総
務
課
▽
次
長
兼
参
事
兼
総

務
課
長　

移
川
善
弘(
次
長
兼
高
齢
福
祉
課

長)

▽
課
長
補
佐
兼
職
員
係
長　

三
浦
祐
資

(

税
務
課
副
主
幹
兼
市
民
税
係
長)　

財
政

課
▽
次
長
兼
参
事
兼
財
政
課
長　

増
子
宗
一

(

商
工
観
光
課
長)

▽
主
幹
兼
課
長
補
佐
兼

財
政
係
長　

馬
場
広
元(

副
主
幹
兼
財
政
係

長)

▽
契
約
係
長　

富
川
和
朋(

主
査)
▽

主
事　

菅
野
友
志(

税
務
課
主
事)　

【
市
長
公
室
】　

▽
市
長
公
室
長　

鈴
木
弘
治

(

次
長
兼
財
政
課
長)　

秘
書
広
報
課
▽
秘

書
広
報
課
長　

柳
内
正
美(

え
ぽ
か
所
長)

▽
課
長
補
佐
兼
広
報
広
聴
係
長　

松
本
達

也(

副
主
幹
兼
広
報
広
聴
係
長)

▽
主
査　

松
本
明
美(

教
育
総
務
課
主
査)　

政
策
推

進
課
▽
課
長
補
佐
兼
政
策
推
進
係
長　

鈴
木

正
史(

副
主
幹
兼
政
策
推
進
係
長)

▽
副
主

幹
兼
行
政
経
営
係
長　

鈴
木
哲
史(

農
政
課

副
主
幹
兼
農
政
係
長)

▽
主
査　

野
本
百
代

(

市
民
課
主
査)　

定
住
対
策
室
▽
定
住
対

策
室
長　

遠
藤
敦
子(

財
政
課
主
幹
兼
課
長

補
佐
兼
契
約
係
長)

▽
副
主
査　

佐
藤
敬
史

(

総
務
課
副
主
査)

【
市
民
部
】　

▽
市
民
部
長　

坂
上
清
彦(

次

長
兼
総
務
課
長)　

市
民
課
▽
主
任
主
査
兼

市
民
窓
口
係
長　

野
々
村
知
賀
子(

秘
書
広

報
課
主
任
主
査)

▽
主
事　

伊
藤
加
奈(

総

務
課
主
事)　

税
務
課
▽
主
幹
兼
課
長
補
佐

兼
収
納
係
長　

国
分
孝
寿(

課
長
補
佐
兼
収

納
係
長)

▽
副
主
幹
兼
市
民
税
係
長　

菅
野

繁(

副
主
幹
兼
資
産
税
係
長)

▽
資
産
税
係

長　

渡
辺
好
晴(

主
査)

▽
副
主
査　

橋
本

由
紀(

建
設
課
副
主
査)

▽
主
事　

鈴
木
悠

太(

市
民
福
祉
課
主
事)　

生
活
環
境
課
▽

参
事
兼
生
活
環
境
課
長　

本
田
重
夫(

生
活

環
境
課
長)

▽
主
幹
兼
課
長
補
佐
兼
地
域
交

流
係
長　

渡
辺
孝
江(

農
業
委
員
会
事
務
局

主
幹
兼
局
長
補
佐
兼
農
地
係
長)

▽
課
長
補

佐
兼
環
境
係
長　

安
藤
守(

副
主
幹
兼
環
境

係
長)　

防
災
対
策
課
▽
防
災
対
策
課
長　

辻
本
弘
月(

農
政
課
主
幹
兼
課
長
補
佐)

▽

課
長
補
佐
兼
消
防
防
災
係
長　

橋
本
信
人

(

副
主
幹
兼
消
防
防
災
係
長)

▽
副
主
幹
兼

防
犯
安
全
係
長　

国
分
文
洋(

主
任
主
査
兼

防
犯
安
全
係
長)

【
産
業
部
】　

▽
産
業
部
長　

柴
田
久
幸(

次

長
兼
農
政
課
長)　

農
政
課
▽
次
長
兼
参
事

兼
農
政
課
長　

菅
野
秀
昭(
放
射
能
対
策
課

長)

▽
主
幹
兼
課
長
補
佐
兼
農
林
係
長　

渡

辺
敏
雄(

副
主
幹
兼
農
林
係
長)
▽
課
長
補

佐
兼
農
政
係
長　

遠
藤
勝
夫(

教
育
総
務
課

副
主
幹
兼
教
育
施
設
係
長)

▽
副
主
査　

市

村
勇
樹(

生
活
環
境
課
副
主
査)　

商
工
観

光
課
▽
商
工
観
光
課
長　

永
田
達
也(

ま
ち

づ
く
り
推
進
課
主
幹
兼
課
長
補
佐
兼
都
市
計

画
係
長)

▽
課
長
補
佐
兼
観
光
物
産
係
長　

矢
吹
ひ
ろ
み(

副
主
幹
兼
観
光
物
産
係
長)

▽
主
事　

荒
川
智
洋(

保
健
課
主
事)

【
建
設
部
】　

▽
建
設
部
長　

金
子
勝
英(

市

民
部
長)　

建
設
課
▽
主
事　

長
谷
川
美
幸

(

政
策
推
進
課
主
事)　

上
下
水
道
課
▽
主

幹　

柳
沼
公
男(

副
主
幹)

▽
副
主
幹
兼
下

水
道
係
長　

本
泉
宏
幸(

市
民
課
副
主
幹
兼

市
民
窓
口
係
長)

▽
課
長
補
佐
兼
業
務
係
長

　

川
名
隆
之(

副
主
幹
兼
業
務
係
長)

▽
副

主
幹
兼
上
水
道
係
長　

白
銀
喜
美
夫(

副
主

幹
兼
下
水
道
係
長)

▽
副
技
査　

遠
藤
慎
也

(

産
業
建
設
課
副
技
査)　

ま
ち
づ
く
り
推

進
課
▽
主
幹
兼
課
長
補
佐
兼
阿
武
隈
川
左
岸

築
堤
推
進
係
長　

八
木
一
志(

副
主
幹
兼
阿

武
隈
川
左
岸
築
堤
推
進
係
長)

▽
都
市
計
画

係
長　

佐
藤
英
之(

税
務
課
主
査)

【
教
育
部
】　

▽
教
育
部
長　

後
藤
章(

次
長

兼
参
事
兼
教
育
総
務
課
長)　

教
育
総
務
課

▽
次
長
兼
参
事
兼
教
育
総
務
課
長　

渡
辺
正

彦(

参
事
兼
秘
書
広
報
課
長)

▽
参
事
兼
管

理
主
事
兼
指
導
主
事　

渡
辺
敏
弘(

福
島
県

教
育
委
員
会)

▽
副
主
幹
兼
教
育
施
設
係
長

野
内
保
広(

政
策
推
進
課
副
主
幹
兼
行
政
経

営
係
長)　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
▽
参
事
兼

歴
史
民
俗
資
料
館
長　

長
谷
川
正(

歴
史
民

俗
資
料
館
長)

▽
主
幹
兼
セ
ン
タ
ー
長
補
佐

兼
中
央
公
民
館
副
館
長
兼
社
会
体
育
係
長　

鈴
木
雅
文(

子
ど
も
福
祉
課
主
幹
兼
課
長
補

佐
兼
子
育
て
支
援
係
長)

▽
主
任
主
査
兼
社

会
教
育
係
長　

佐
藤
喜
宗(

放
射
能
対
策
課

主
任
主
査
兼
測
定
管
理
係
長)　

本
宮
第
１

保
育
所
▽
次
長
兼
本
宮
第
1
保
育
所
長　

佐

原
し
げ
子(
五
百
川
幼
保
総
合
施
設
主
幹
兼

幼
保
総
合
施
設
長)
▽
副
専
門
保
育
技
師

佐
久
間
恵
理
子(

五
百
川
幼
保
総
合
施
設
副

専
門
保
育
技
師
兼
副
専
門
幼
稚
園
教
諭)　

本
宮
第
２
保
育
所
▽
専
門
保
育
技
師　

橋
本

し
げ
み(

糠
沢
幼
稚
園
専
門
幼
稚
園
教
諭)

▽
専
門
保
育
技
師　

安
田
理
香
子(

本
宮
第

１
保
育
所
専
門
保
育
技
師)　

本
宮
第
３
保

育
所
▽
専
門
保
育
技
師
兼
副
所
長　

渡
辺
喜

美
代(

白
沢
保
育
所
専
門
保
育
技
師
兼
副
所

長)　

五
百
川
幼
保
総
合
施
設
▽
主
幹
兼
幼

保
総
合
施
設
長　

国
分
幸
恵(

副
主
幹
兼
副

施
設
長)

▽
副
主
幹
兼
副
施
設
長　

伊
藤
律

子(

岩
根
幼
稚
園
専
門
幼
稚
園
教
諭)

▽
専

門
保
育
技
師　

川
名
い
ち
子(

本
宮
第
２
保

育
所
専
門
保
育
技
師)

▽
保
育
技
師
兼
幼
稚

園
教
諭　

鈴
木
菜
摘(

本
宮
第
１
保
育
所
保

育
技
師)　

白
沢
保
育
所
▽
専
門
保
育
技
師

兼
副
所
長　

遠
藤
文
子(

本
宮
第
３
保
育
所

専
門
保
育
技
師
兼
副
所
長)

▽
副
専
門
保
育

技
師　

遊
佐
和
代(

本
宮
第
２
保
育
所
主
任

保
育
技
師)　

岩
根
幼
稚
園
▽
副
専
門
幼
稚

園
教
諭　

國
分
美
佳
子(

和
田
幼
稚
園
副
専

門
幼
稚
園
教
諭)　

白
岩
幼
稚
園
▽
専
門
幼

稚
園
教
諭
兼
副
園
長　

渡
辺
克
重(

本
宮
第

３
保
育
所
専
門
保
育
技
師)　

糠
沢
幼
稚
園

▽
副
主
任
幼
稚
園
教
諭　

川
名
恵(

五
百
川

幼
保
総
合
施
設
副
主
任
保
育
技
師
兼
副
主
任

幼
稚
園
教
諭)

【
保
健
福
祉
部
】　

社
会
福
祉
課
▽
社
会
福

祉
課
長　

菊
地
弘
子(

主
幹
兼
課
長
補
佐
兼

社
会
福
祉
係
長)

▽
主
任
専
門
社
会
福
祉
主

事
兼
課
長
補
佐
兼
生
活
支
援
係
長　

渡
辺

秀
紀(

専
門
社
会
福
祉
主
事
兼
生
活
支
援
係

長)

▽
主
任
主
査
兼
副
専
門
社
会
福
祉
主
事

川
名
真
紀(

秘
書
広
報
課
主
査)　

高
齢
福

平
成
27
年
４
月
１
日
付

人
事
異
動
の

　
　
　

お
知
ら
せ
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祉
課
▽
次
長
兼
高
齢
福
祉
課
長　

三
瓶
隆

(
産
業
建
設
課
長)

▽
主
幹
兼
課
長
補
佐　

根
本
裕
三
郎(

主
幹
兼
課
長
補
佐
兼
介
護
保

険
係
長)
▽
副
主
幹
兼
介
護
保
険
係
長　

野

内
順
子(

副
主
幹)　

子
ど
も
福
祉
課
▽
参

事
兼
子
ど
も
福
祉
課
長　

安
斎
良
次(

子
ど

も
福
祉
課
長)

▽
副
主
幹
兼
子
育
て
支
援
係

長　

板
垣
美
紀(

税
務
課
副
主
幹)　

保
健

課
▽
参
事
兼
保
健
課
長　

遠
藤
文
芳(

保
健

課
長)

▽
専
門
保
健
技
師　

瓜
生
睦
子(

高

齢
福
祉
課
専
門
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー)
▽
主
任

保
健
技
師　

宮
内
友
美(

高
齢
福
祉
課
主
任

保
健
技
師)　

え
ぽ
か
▽
え
ぽ
か
所
長　

松

野
義
則(

主
幹
兼
所
長
補
佐
兼
事
業
推
進
係

長)

【
放
射
能
除
染
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
】

放
射
能
対
策
課
▽
放
射
能
対
策
課
長　

荒

川
貞
伸(

上
下
水
道
課
主
幹
兼
課
長
補
佐
兼

上
水
道
係
長)

▽
測
定
管
理
係
長　

根
本
勇

(

税
務
課
主
査)

【
白
沢
総
合
支
所
】　

市
民
福
祉
課
▽
主
事　

橋
本
拓
郎(

商
工
観
光
課
主
事)　

産
業
建

設
課
▽
産
業
建
設
課
長　

三
瓶
明(

主
幹
兼

課
長
補
佐
兼
建
設
係
長)

▽
主
幹
兼
課
長
補

佐
兼
建
設
係
長　

林
稔
之(

生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
主
幹
兼
セ
ン
タ
ー
長
補
佐
兼
中
央
公
民

館
副
館
長
兼
社
会
体
育
係
長)

▽
副
主
幹　

三
瓶
純
子(

主
任
主
査)

▽
主
査　

市
川
智

章(

上
下
水
道
課
主
査)

【
会
計
課
】　

▽
参
事
兼
会
計
課
長　

橋
本
利

男(

参
事
兼
防
災
対
策
課
長)

▽
副
主
幹
兼

出
納
係
長　

川
名
美
和
子(

政
策
推
進
課
副

主
幹)

【
農
業
委
員
会
事
務
局
】
▽
副
主
幹
兼
農
地

係
長　

菊
地
義
一(

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
副

主
幹
兼
社
会
教
育
係
長)

【
う
つ
く
し
ま
、
ふ
く
し
ま
。
相
互
人
事
交

流
要
綱
に
よ
る
派
遣
解
除
】
▽
福
島
県　

森

豊
太
郎(

社
会
福
祉
課
副
主
任
社
会
福
祉
主

事)

【
う
つ
く
し
ま
、
ふ
く
し
ま
。
相
互
人
事
交

流
要
綱
に
よ
る
派
遣
】
▽
福
島
県　

石
橋
直

樹(

総
務
課
主
任
主
査
兼
職
員
係
長)

▽
ま
ち

づ
く
り
推
進
課
副
主
査　

佐
久
間
盛
雄(

福
島

県)
【
解
職
】

▽
福
島
県
教
育
委
員
会　

鈴
木
康
雄
（
教
育

総
務
課
参
事
兼
管
理
主
事
兼
指
導
主
事
）

【
退
職
】
平
成
27
年
３
月
31
日
付

▽
総
務
部
長 

佐
藤　

栄
恭

▽
産
業
部
長 

立
川　

盛
男

▽
建
設
部
長 
鈴
木　
　

亨

▽
教
育
部
長 
国
分　

忠
一

▽
次
長
兼
本
宮
第
1
保
育
所
長  

猪
股　

照
子

▽
参
事
兼
会
計
課
長 

大
和
田　

淳

▽
主
幹
兼
課
長
補
佐
兼
地
域
交
流
係
長

渡
辺　

義
輝

▽
主
幹
兼
課
長
補
佐 

武
田
か
よ
子

▽
課
長
補
佐
兼
出
納
係
長　
　

佐
藤　

淑
子

▽
専
門
幼
稚
園
教
諭 

柳
内
美
千
代

▽
専
門
保
育
技
師  

菅
野　

真
紀

▽
副
主
任
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

　
　
　
　
　
　
　

 　

宮
地
さ
つ
き

▽
保
育
技
師      

   

情
野　

祐
里

【
再
任
用
】
平
成
27
年
4
月
1
日
付　

▽
施
設
管
理
課
主
任
主
査 

大
和
田　

淳

【
採
用
】
平
成
27
年
4
月
1
日
付

▽
総
務
課
主
事　

 

石
塚　

勝
太

▽
税
務
課
主
事　

 

蒲
生　

秀
翔

▽
税
務
課
主
事　

 

齋
藤　

若
菜

▽
高
齢
福
祉
課
主
事　

 

稲
川　

睦
美

▽
え
ぽ
か
主
事 

浦
井
俊
太
郎

▽
農
政
課
主
事　

 

高
橋　

大
貴

▽
教
育
総
務
課
主
事　

 

安
齋　

由
麻

▽
本
宮
第
１
保
育
所
保
育
技
師  

安
藤　

美
香

▽
本
宮
第
２
保
育
所
保
育
技
師  

鶴
岡　

景
子

▽
本
宮
第
3
保
育
所
保
育
技
師  

伊
藤  　

咲

【
本
部
】

団
長 

国
分　

良
修

副
団
長 

 

国
分　

宏
明

副
団
長 

 

渡
辺　

明
弘

庶
務
部
長 

 

武
田　

尋
和

庶
務
副
部
長 

 

三
瓶　

隆
之

庶
務
副
部
長 

 

国
分　

吉
浩

訓
練
部
長 

 

国
分　

秀
好

訓
練
部
長 

 

三
瓶　

義
衛

訓
練
副
部
長 

 

遠
藤　
　

隆

訓
練
副
部
長 

 

渡
辺　

邦
浩 

訓
練
副
部
長 

 

増
子　

勝
久

訓
練
副
部
長 

 

国
分　

和
久

ラ
ッ
パ
隊
長 

 

榊
原　

善
孝

ラ
ッ
パ
副
隊
長 

 

遠
藤　

琢
也

ラ
ッ
パ
副
隊
長 
渡
辺　

俊
之

船
舶
部
長 

菅
野　

光
弘

船
舶
副
部
長 

 

吉
沢　

直
哉

船
舶
副
部
長 

 

佐
藤　

洋
昭

【
分
団
幹
部
】

本
宮
第
１
分
団
長  

田
代　

茂
年

本
宮
第
１
副
分
団
長 

渡
辺　

智
紀

本
宮
第
２
分
団
長  

伊
藤　

孝
郎

本
宮
第
２
副
分
団
長 

根
本　

敦
之

本
宮
第
３
分
団
長  

松
本　

一
徳

本
宮
第
３
副
分
団
長 

阿
部　

高
広

本
宮
第
４
分
団
長  

遠
藤　

雅
人

本
宮
第
４
副
分
団
長 

遠
藤　

和
徳

本
宮
第
５
分
団
長  

矢
吹　

和
幸

本
宮
第
５
副
分
団
長 

大
橋　

悦
史

本
宮
第
６
分
団
長  

石
川　
　

真

本
宮
第
６
副
分
団
長 

山
下　

英
昭

本
宮
第
７
分
団
長  

紺
野　

秀
樹

本
宮
第
７
副
分
団
長 

増
子　
　

裕

本
宮
第
８
分
団
長  

斎
藤　

隆
宏

本
宮
第
８
副
分
団
長 

宍
戸　

淳
成

白
沢
第
１
分
団
長  

森　
　
　

稔

白
沢
第
１
副
分
団
長 

巴　

登
史
夫

白
沢
第
２
分
団
長  

佐
藤　

義
昭

白
沢
第
２
副
分
団
長 

半
沢　

和
久

白
沢
第
３
分
団
長  

石
川　

清
利

白
沢
第
３
副
分
団
長 

酒
井　

喜
弘

白
沢
第
４
分
団
長  

佐
久
間　

充

白
沢
第
４
副
分
団
長 

渡
辺　

正
実

白
沢
第
５
分
団
長  

渡
辺　
　

徹

白
沢
第
５
副
分
団
長 

大
内　
　

良

白
沢
第
６
分
団
長  

三
瓶　

盛
栄

白
沢
第
６
副
分
団
長 

三
瓶　

利
勝

消
防
団
人
事
異
動
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ちょっと素顔のもとみやの旅

めぐりと街なか魅力発見桜

市内小中学校

一年生が入学新

本宮のストライダーチーム

気 に 活 躍 中 ！ ！元

 　4 月 14日・16日に市内の観光名所をバスで

巡るモニターツアー「ちょっと素顔のもとみやの旅」

が開催されました。今回開催したモニターツアーに

は、市内外から多くの参加者が訪れ、桜が満開となっ

た「花と歴史の郷 蛇の鼻」や「塩ノ崎の大桜」、「日

輪寺の枝垂桜」、そして市内の企業も巡り、本宮市

の良さに触れていただきました。

　４月６日、市内の小中学校で入学式が行わ

れました。今年の新小学一年生は293人、

新中学一年生は297人でした。

　今年は、桜の開花が早まり、学校によって

は、満開の桜の中、小学一年生がぴかぴかの

ランドセルを背負って学校に向かう姿を目に

することができました。

　「ストライダー」という乗り物をご存じでしょう

か？２歳から乗れるペダルなし自転車で、足で地面

をけって進むバイクです。２歳から乗れて、バラ

ンス感覚が養え、体力向上も望めます。そんなス

トライダーのチームが本宮にもあります。その名も

「LITTLE BEE KIDS 

with 福島 crew」。本

宮運動公園をはじめ、

猪苗代や郡山など県

内で練習。１年を通し

て全国各地のレースに

参加しています。興味

のある方は、事務局

までご連絡ください。

（littlebeekids555@

gmail.com）。

満開の桜の中、本宮駅からツアーに出かける参加者

①校長先生から教科書を受け取る１年生（本宮小）　②お名前を呼ばれてうれし
はずかし起立（糠沢小）　③入学生代表のあいさつ（白沢中）

左から矢嶋壱
いっ た

汰くん（４歳）、広田悠
ゆな つ

夏ちゃん（３歳）、松井雄
ゆうじん

慎
くん（２歳）

①①

②②③③
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太田桃花さん

ダカの研究で賞を受賞メ

春季消防連合観閲式

統の舟こぎ競争開催伝

東邦銀行本宮支店

ＥＤを店舗入口に設置Ａ

みずいろ公園

らしっこ広場がリニューアルわ

　糠沢小学校５年生の太田桃花さんが全国児童才能

開発コンテストの科学部門で全国都道府県教育委員長

協議会会長賞を受賞しました。

　桃花さんは夏休みの自由研究でメダカの生態につ

いて調べ、まとめました。それが今回の受賞作品と

なりました。３月２５日に市役所に受賞の報告に訪

れた際は、「とてもうれしい」とはにかんでいました。

　４月1２日、春季消防連合観閲式が本宮総合運動

公園多目的グラウンドで開催されました。消防団関

係者約５００人が参加し、通常点検、中隊訓練、分

列行進、ラッパ隊のドリル演奏などが行われました。

　午後には阿武隈川で恒例の水防訓練（舟こぎ競争）

が行われ、各分団が熱戦を繰り広げました。今年は

本宮第７分団が優勝に輝きました。

　東邦銀行本宮支店のＡＴＭコーナーに「ＡＥＤ（自

動体外式除細動器）」が設置されました。

　万一救命措置の必要が出た場合に、迅速で適切な

救命措置が行えるように設置されたもので、ＡＴＭ

コーナーの営業時間中であれば使用可能です。

　3月 25日、みずいろ公園わらしっこ広場がリ

ニューアルオープンしました。当日はオープニング

セレモニーが行われ、根本匠前復興大臣をはじめと

して多くの来ひんの方々が訪れました。

　テープカットが行われると、待っていた子どもた

ちは我先に広場に駆け込み、新しくなった遊具で元

気いっぱい遊んでいました。

受賞した太田桃花さん（左から２番目）

日々の訓練の成果をみせる団員の皆さん

東邦銀行本宮支店に設置されたAED

広場前でテープカットをする代表者の皆さん

カメラ散歩　5月号
CAMERA SANPO
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みんなのひろば
「私が続けていること」

私の随想録

最近始めたこと：
現存する天守閣のお城（12
城）を訪ねること

酒井　喜弘さん
YOSHIHIRO　SAKAI

（白岩字宮ノ下）

今月の人
　

私
の
楽
し
み
は
、
ジ
ョ
ギ

ン
グ
と
剣
道
で
す
。

　

ジ
ョ
ギ
ン
グ
は
、
単
に
健

康
の
た
め
で
は
な
く
、
走
っ

て
い
る
時
に
感
じ
る
こ
と
の

あ
る
、
苦
し
く
て
も
「
あ
の

標
識
ま
で
歩
か
な
い
で
頑

張
っ
て
走
ろ
う
」
は
、
生
き

て
ゆ
く
上
で
目
標
の
資
格
を

取
得
し
て
み
よ
う
と
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
。
昨
年
は
そ
の
目
標
が

達
成
で
き
た
年
で
す
。
そ
れ

　

11
ペ
ー
ジ
カ
メ
ラ
散
歩
で

も
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、

３
月
25
日
、
み
ず
い
ろ
公
園

わ
ら
し
っ
こ
広
場
の
遊
具
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
で
は
、
本
宮
第
１
保
育

所
の
年
長
組
の
園
児
た
ち
が

今
日
の
日
の
た
め
練
習
し
た

踊
り
を
元
気
い
っ
ぱ
い
に
披

露
し
ま
し
た
。

　

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
終
わ
る

と
、
園
児
た
ち
と
来
場
の
皆

さ
ん
が
一
つ
ず
つ
風
船
を
持

ち
、
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
に
合

わ
せ
て
青
空
に
向
か
っ
て
飛

ば
し
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
を
祝
い
ま
し
た
。

　

広
場
が
開
放
さ
れ
る
と
、

▲新しくなったわらしっこ広場遊具

た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
で

あ
ふ
れ
、
迫
力
満
点
の
大
き

な
す
べ
り
台
や
の
ぼ
り
棒
に

登
っ
て
遊
ん
だ
り
、
遊
具
と

遊
具
を
つ
な
ぐ
渡
り
橋
か
ら

景
色
を
な
が
め
た
り
、
そ
れ

ぞ
れ
新
し
い
遊
具
で
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

広
場
は
幼
児
向
け
の
「
ち

び
っ
こ
エ
リ
ア
」
と
、
児
童

向
け
の
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
エ
リ

ア
」
に
分
か
れ
て
い
て
、
年

齢
に
合
わ
せ
て
安
全
に
遊
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
親
子
で
お
い
で
く

だ
さ
い
。

は
毒
物
劇
物
取
扱
者
の
取
得
で
し

た
。
仕
事
で
多
く
の
薬
品
を
扱
う

こ
と
も
あ
り
、
そ
の
性
質
や
法
規

に
つ
い
て
勉
強
し
て
合
格
で
き
ま

し
た
。

　

楽
し
み
の
も
う
一
つ
は
、
小
学

三
年
か
ら
始
め
た
剣
道
で
す
。
社

会
人
と
な
っ
て
一
旦
は
辞
め
ま
し

た
が
、
子
供
が
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

で
剣
道
を
始
め
た
こ
と
や
剣
友
会

の
先
輩
方
の
お
誘
い
が
き
っ
か
け

で
再
び
始
め
ま
し
た
。
時
間
の
無

い
中
で
も
、
子
供
や
先
輩
方
と
一

緒
に
稽
古
が
出
来
る
こ
と
が
、
と

て
も
幸
せ
で
す
。
ま
た
、
こ
の
様

な
気
持
ち
に
な
れ
る
の
も
、
子
供

の
こ
ろ
私
を
指
導
し
て
下
さ
い
ま

し
た
宇
井
先
生
の
お
陰
と
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。

　

私
の
剣
道
は
勝
ち
に
こ
だ
わ
る

の
で
、
剣
道
（
内
容
が
大
事
）
と

い
う
よ
り
剣
術
（
結
果
が
大
事
）

で
す
が
、
た
だ
ひ
た
す
ら
に
勝
ち

の
み
を
探
求
す
る
こ
と
で
、
逆
に

真
剣
に
取
り
組
め
ま
す
が
、
そ
の

思
い
が
子
供
た
ち
に
届
く
わ
け
も

な
く
、
私
と
稽
古
を
す
る
の
を
嫌

が
る
様
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

（
笑
）

　

こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
ジ
ョ
ギ
ン

グ
と
剣
道
を
楽
し
み
な
が
ら
、
そ

の
特
性
を
生
か
し
次
な
る
目
標
に

挑
戦
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

来
月
は
、
渡
辺
淳
一
さ
ん
（
本
宮
字

小
原
田
）
の
予
定
で
す
。
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■
１
０
１
年
続
く
映
画
館
で
す

　

本
宮
映
画
劇
場
は
今
年
で
築
１
０

１
年
を
迎
え
ま
す
。
私
は
、
昭
和
31

年
に
父
か
ら
劇
場
を
受
け
継
ぎ
ま
し

た
が
、
当
時
家
庭
に
テ
レ
ビ
が
普
及

し
は
じ
め
、
お
客
さ
ん
は
だ
ん
だ
ん
と

劇
場
か
ら
足
が
遠
の
い
て
い
き
ま
し

た
。

　

や
む
な
く
昭
和
38
年
に
劇
場
を
閉

館
し
、
自
動
車
会
社
に
勤
め
始
め
ま

し
た
。
し
か
し
、
劇
場
を
あ
き
ら
め
る

つ
も
り
は
な
く
、
定
年
退
職
し
て
か

ら
も
う
一
度
や
ろ
う
！
と
、
コ
ツ
コ
ツ

と
準
備
を
進
め
て
い
ま
し
た
。
劇
場

の
電
気
は
通
し
た
ま
ま
で
、
映
写
機

の
手
入
れ
も
欠
か
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

閉
館
す
る
映
画
館
の
う
わ
さ
を
聞
い

て
は
、
足
を
運
び
、
フ
ィ
ル
ム
や
映
写

機
に
使
う
カ
ー
ボ
ン
な
ど
を
買
い
求

め
て
い
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
準
備
を
し
て
い
ま
し
た

が
時
代
は
流
れ
ゆ
き
、
平
成
12
年
の

退
職
の
こ
ろ
に
は
映
写
機
は
す
で
に

過
去
の
も
の
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。フ
ィ

ル
ム
は
不
滅
な
ど
思
っ
て
い
た
私
は

す
っ
か
り
や
る
気
を
な
く
し
て
い
ま
し

た
。

　

そ
ん
な
と
き
、
行
き
つ
け
の
眼
科

医
さ
ん
が
「
劇
場
を
み
た
い
」
と
言
っ

た
一
言
が
き
っ
か
け
で
上
映
会
を
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。そ
れ
か
ら
で
す
。

営
業
は
難
し
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
見

た
い
と
思
っ
て
く
れ
る
人
の
た
め
に
無

料
で
上
映
を
し
よ
う
と
決
意
し
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
何
度
か
上
映
会
を
開

き
、
皆
さ
ん
に
映
画
を
見
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。
今
年
の
８
月
15
日
に
は
、

劇
場
１
０
１
周
年
・
戦
後
70
年
記
念

で
秘
蔵
の
戦
争
映
像
の
上
映
会
を
行

い
ま
す
。
時
間
は
午
後
２
時
か
ら
。

入
場
無
料
で
す
の
で
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

■
夢
は
ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
！

　

夢
は
、
90
歳
ま
で
映
写
技
師
と
し

て
活
動
を
続
け
、
ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
に
載

る
こ
と
で
す
。
娘
に
は
１
０
０
歳
ま
で

続
け
て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
上
映
会
を
開
き
、
こ
れ
か
ら

も
町
の
人
た
ち
に
見
て
も
ら
い
た
い
で

す
。

Interview No.60

活躍人訪問
本
宮
映
画
劇
場

  

館
主  

田
村 

修
司 

さ
ん

映写機を回す田村さん。その目は今も輝いています

①元気いっぱいおどった第１保育所のみ
んな
②リニューアルをお祝いして風船とばし
③迫力満点のすべり台
④おもいきり走り回れる外遊びはやっぱ
り楽しい

①①

②②③③

④④
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ここから下は広告欄です。広告掲載を希望される方は、市役所秘書広報課へお申し込みください。
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住宅設備・水廻りのリフォーム　見積および相談無料
業務用家庭用／ストーブ　ファンヒーター　エアコン販売　設置工事
超省エネ機種／石油　ガス　電気　各種給湯機器類

各種器具・水栓類・機械機器類の修理メンテナンス

TEL33－5242　　FAX34－1240
本宮市上水道・下水道工事指定店
〒969-1168　本宮市本宮字一ツ屋12－７

TOTOリモデルクラブ店会員の店
Eメール　takamatsu.remo@gmail .com

問

健康づくりシリーズ
がんは日本人の死因の第１位第１位
日本人の約２人に１人２人に１人はがんになるといわれていますはがんになるといわれています
がが
日日がん検診を受けましょうがん検診を受けましょう

　がんを防ぐためにはがん検診は欠かせません。検診で初期の段階で発見し、適切な治療を行うためです。しかし、日本
人の約7割の人ががん検診を受けていない未受診者であることが分かっています。国際的に見ても日本のがん検診受診
率は際立って低い状態です。
　がんの診断や治療は急速に進歩しており、早期に発見して適切な治療を受ければ完治も可能で、もはや不治の病では
ありません。大切な命を守るためにがん検診を受けましょう。

保健課　健康増進係（えぽか内）　☎６３－２７８０

どんな検査？≫
　胃エックス線検査といい、胃を膨らませる発泡剤とバリウ
ムを飲んでエックス線で写す検査です。または胃カメラ検
査があり、内視鏡を口または鼻から胃の中に入れ、先端に
ついている超小型のカメラで胃の中の様子を直接モニター
画面に表示させ観察します。

胃がん検診
　胃がんは日本人に多いがんですが、比較的治りやすいがんの
1つです。進行胃がんであっても、適切な治療を受ければ十分
に治癒する可能性があります。

どんな検査？≫
　便潜血検査といい、便に潜む血液の有無を調べる検査で
す。便の表面をこすり取って採取する
棒状の部分と、便を保管する容器が一体化した検査キット
を使用し、便を採取して提出します。

大腸がん検診
　近年日本人に増えているがんで、その罹患率はがんの中で第
２位にまで増えています。食生活の欧米化で脂肪の摂取量が増
え、食物繊維の不足が影響していると言われ、2015年にはすべ
てのがんの中で最も多くなると推測されています。

どんな検査？≫
　エックス線検査で肺全体を撮影する胸部エックス線検査
と、痰を採取しその中に肺がんの細胞が混じっていないか
顕微鏡でチェックする検査があります。

肺がん検診
　最も死亡者数の多いがんです。そのため、検診による早期発
見が非常に重要です。肺がん発症の最大のリスクはたばこです。
喫煙者が肺がんになる確率は非喫煙者の4.5倍にもなります。

どんな検査？≫
　PSA検査といい、採血をして、PSA値を調べます。PSA
は前立腺でつくられるたんぱく質でがんや炎症があると血
液中に出てきます。

前立腺がん検診
　前立腺は、男性だけが持つ器官で、前立腺がんは50歳から
増えはじめ、がんになる方の約半数は７０歳以上です。

　これらの検診は、本宮市でも実施しています。
　現在も申し込みを受け付けていますので、対象の方で検診を
希望する方は保健課（えぽか内）へお申し込みください。

検診種別 検診期間 場　所

集団検診

5/27( 水 ),28( 木 ),29( 金 ),30( 土 ),
6/1( 月 ),2( 火 ),3( 水 )

白沢公民館
白沢地区各分館

6/4(木 ),8(月 ),9(火 ),10(水 ),11(木 ),
12(金),13(土),14(日),15(月),16(火),
17( 水 ),18( 木 ),19( 金 ) 

えぽか
高木地区公民館

施設検診 ８月～ 1２月 指定医療機関

検診項目 検診内容 対象者
料　　金

集団検診 施設検診

胃 が ん 検 診
胃Ｘ線検査
※施設検診では
　胃カメラも可

30 歳以上 400 円 1,300 円

肺 が ん 検 診 胸部Ｘ線検査 40 歳以上 100 円 200 円

大 腸 が ん 検 診 便潜血検査 30 歳以上 100 円 100 円

前立腺がん検診 PSA検査
（血液検査）

50 歳以上
の男性 200 円 300 円

検診実施期間

検診項目と料金 ※料金については若干の変更が生じる場合があります。

※施設検診の指定医療機関は現在調整中です。お申し込みの方へは７月
に検診の必要書類と併せてお知らせします。 ※70歳以上の方、生活保護および市民税非課税世帯、身体障がい者手帳およ

び精神保健福祉手帳1、2級の等級の方、養育手帳Ａ・Ｂ級の等級の方は
対象となる検診にかかる料金が無料となります。

本宮市各種検診本宮市各種検診
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学学び・び・文文化・化・スポーツの広場スポーツの広場 生涯学習センター（中央公民館内）
中央公民館図書室
本宮字矢来39－1　☎33－ 2611
白沢公民館
白岩字堤崎500　　☎44－ 2350
しらさわ夢図書館
白岩字堤崎500　　☎44－ 2112The CORNER of LEARNING / CULTURE / SPORTS

■赤ちゃん・妊婦さんおはなし会
　と　き：5月29日（金）　11：00～11：20
　 対　象：赤ちゃん（０・１・２才くらいまで）
とその保護者、妊婦さんとその家族
　内　容：赤ちゃんへの絵本の読み聞か
せやわらべうた、親子でのふれあいあそび
などを行います。また妊婦さん、新米ママ
向けの赤ちゃんへの接し方や子育て豆知
識などについてもお話します

■ドリームおはなし会
　と　き：５月３１日（日）　11：00～11：30
　対　象：幼児～小学生とその保護者、　一般
　内　容：季節の絵本の読み聞かせ、紙
芝居、ストーリーテリング、手袋人形、パ
ネルシアター、エプロンシアター、工作な
ど親子で一緒に楽しめるお話などを行いま
す。

■2014児童図書賞受賞作品展
　と　き：4月14日（火）～5月31日（日）
　場　所：しらさわ夢図書館　視聴覚室
　内　容：昨年児童図書賞を受賞した作品（絵
本・児童書）を展示、貸し出しします。

＊絵本・児童書・紙芝居＊
・企業内職人図鑑 …………こどもくらぶ
・あの戦争のなかにぼくもいた …石浜みかる
・読書マラソン、チャンピオンはだれ？
……………………クラウディア　ミルズ
・ゴインキョとチーズどろぼう …エミリー　ロッダ
・マップス …アレクサンドラ　ミジェリンスカ
・医師の一日 …ＷＩＬＬこども知育研究所
・京都千二百年 上・下 ………西村幸治

＊一般書・実用書＊
・子どもと本 ……………………松岡享子
・子どもに物語の読み聞かせを …尾野美千代
・データでみる県勢　2015年版 …矢野恒太記念会
・しかけ絵本の世界 …………本庄美千代
・幻の赤い実 上・下 ……………石井桃子
・不思議な薬草箱 ………………西村佑子
・おいしい街と人と本 …………今江祥智

＊CD＊
・アナと雪の女王　オリジナルサウンド
  トラック
・イヨマンテの夜 ………………伊藤久男
・１０years ……………………木村カエラ
・私とドリカム …DREAMS  COME  TRUE
・THE　DIGITALIAN …………………嵐
・かわいい英語の歌
・エスケイプ ……マイケル・ジャクソン
・新世界 ………………………………ゆず
・トップ・スター ‐昭和を歌う‐
　演歌名曲集

さ
あ
、
公
民
館
に
出
か
け
よ
う
！

〜
平
成
27
年
度
の
講
座
が
始
ま
り
ま
す
〜

　

中
央
公
民
館
・
白
沢
公
民
館
で
は
次
の

各
種
事
業
を
開
催
し
ま
す
。
多
く
の
市
民

の
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

①
少
年
教
育
事
業
（
小
学
生
を
対
象
）

「
も
と
み
や
キ
ッ
ズ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
」

②
青
少
年
リ
ー
ダ
ー
育
成
事
業
（
中
・
高

校
生
を
対
象
）

「
も
と
み
や
ジ
ュ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
」

「
ジ
ュ
ニ
ア
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
リ
ー
ダ
ー

講
座
」

③
女
性
教
育
事
業
（
成
人
女
性
を
対
象
）

「
レ
デ
ィ
ー
ス
セ
ミ
ナ
ー
」

④
家
庭
教
育
事
業
（.

幼
児
・
児
童
を
持

つ
母
親
を
対
象
）

「
ひ
な
げ
し
学
級
」・「
ま
ゆ
み
学
級
」

⑤
高
齢
者
教
育
事
業
（
60
歳
以
上
の
高
齢

者
を
対
象
）

「
本
宮
ふ
れ
あ
い
塾
」・「
長
寿
大
学
」・「
新

生
大
学
」

⑥
生
涯
学
習
講
座
（
市
民
お
よ
び
在
勤
者

を
対
象
）

　

な
お
、
事
業
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
そ

れ
ぞ
れ
事
業
を
開
催
す
る
前
に
回
覧
な
ど

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

手
作
り
し
か
け
絵
本
教
室

〜
春
休
み
特
別
事
業
〜

　

し
ら
さ
わ
夢
図
書
館
で
は
、
春
休
み
の

特
別
事
業
と
し
て
、「
手
作
り
し
か
け
絵

本
教
室
」
を
３
月
29
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
市
内
の
小
学
校
１
年
生
か
ら
５
年

生
ま
で
19
組
の
親
子
が
参
加
し
て
、
絵
本

の
下
絵
の
色
を
塗
っ
た
り
、
し
か
け
の
部

分
を
貼
り
付
け
し
た
り
し
ま
し
た
。
最
後

に
製
本
す
る
と
「
世
界
に
一
冊
だ
け
の
自

分
だ
け
の
本
」が
完
成
し
ま
し
た
。
ス
ト
ー

リ
ー
や
表
紙
は
、
自
宅
で
書
い
て
き
て
も

ら
い
、
出
来
上
が
っ
た
絵
本
は
「
手
作
り

し
か
け
絵
本
教
室
作
品
展
」
と
し
て
し
ら

さ
わ
夢
図
書
館
で
５
月
10
日
ま
で
展
示
し

て
、
来
館
者
に
自
由
に
見
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
創
造
力
あ
ふ
れ
た

力
作
を
ぜ
ひ
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

らぶ
新着本新着本

キャラクター
モトム（本夢）くん

しらさわ夢図書館　中央公民館図書室しらさわ夢図書館　中央公民館図書室 ご案内ご案内からの

本宮は　みんなが愛する　本の街 イイベベ ンントト

親子で手作りしかけ絵本作り

※これらの図書は、どちらの窓口からも借りることができます。ただし、移送等で少々時間を頂く場合が
ありますので、ご了承願います。（視聴覚資料は、図書館でのみ貸出・返却となります）

問
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ここから下は広告欄です。内容についてのお問い合わせは、直接、広告主の方へお願いします。

　日時　　場所　　内容　　料金　　講師　　対象

　定員　　申込み　　問い合わせ先

時 場 内 料 講 対

定 申 問

イ
ベ
ン
ト
・
講
座

募

集

健

康

福

祉

子
育
て
・
教
育

く
ら
し

お知らせ　I N F O R M A T I O N

問

問 問

時

時

時 時

場

場

内料

料

料

対

対 対申 申

イ
ベ
ン
ト
・
講
座

ボ
デ
ィ
リ
メ
イ
ク
ス
ク
ー
ル

　

え
ぽ
か
で
一
緒
に
汗
を
流
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

　

①
５
月
１
日
（
金
）　

②
５
月
16
日
（
土
）

い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分

　

え
ぽ
か
（
健
康
増
進
広
場
）

　

ス
ト
レ
ッ
チ
と
筋
力
ア
ッ
プ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

※
水
分
補
給
用
の
飲
み
物
・
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
な
ど

（
持
っ
て
い
る
方
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

不
要
。
当
日
、
会
場
に
直
接
お
越
し
く
だ
さ

い
。

　

保
健
課　

健
康
増
進
係
（
え
ぽ
か
内
）

☎
63-

２
７
８
０

お
も
ち
ゃ
の
病
院

　

５
月
24
日
（
日
）
午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時

　

え
ぽ
か
（
イ
ベ
ン
ト
交
流
広
場
）

　
「
郡
山
お
も
ち
ゃ
の
病
院
」
の
お
も
ち
ゃ
ド

ク
タ
ー
に
よ
る
、
お
も
ち
ゃ
の
修
理
を
行
い
ま

す
。
壊
れ
た
り
動
か
な
く
な
っ
た
お
も
ち
ゃ
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
当
日
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
エ
ア
ガ
ン
、
子
ど
も
用
の
お
も
ち
ゃ
で
な
い

も
の
は
お
預
か
り
で
き
ま
せ
ん
。

　

修
理
は
無
料
。
修
理
に
部
品
が
必
要
な
場
合

の
み
、
部
品
代
を
い
た
だ
き
ま
す
。

　

え
ぽ
か　

☎
63-

２
７
８
０

募

集

「
ま
ゆ
み
ち
ゃ
ん
商
品
券
」
取
扱
店
募
集

　

国
の
緊
急
経
済
対
策
の
一
環
と
し
て
、
市
内

の
消
費
を
拡
大
す
る
た
め
、
市
内
の
商
店
街
な

ど
で
使
え
る
「
ま
ゆ
み
ち
ゃ
ん
商
品
券
」
を
発

行
し
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
本
宮
市
商
工
会
で

は
、商
品
券
の
取
扱
店
を
募
集
し
ま
す
。
な
お
、

「
ま
ゆ
み
ち
ゃ
ん
商
品
券
」
の
販
売
方
法
な
ど

は
、
次
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

市
内
に
店
舗
、
事
業
所
を
有
す
る
事
業
者

　

４
月
28
日
（
火
）
か
ら
５
月
15
日
（
金
）

※
募
集
期
間
終
了
後
は
各
種
広
報
物
へ
の
掲
載

が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

募
集
要
項
・
申
込
書
の
配
布
、
申
し
込
み
の

受
け
付
け
は
、
本
宮
市
商
工
会
で
行
っ
て
い
ま

す
。

　

な
お
、
本
宮
市
商
工
会
員
は
、
自
動
的
に
取

本
宮
市
商
工
会
員
は
、
自
動
的
に
取

扱
店
と
な
り
ま
す
。

扱
店
と
な
り
ま
す
。

　

本
宮
市
商
工
会　

☎
33-

２
５
４
１

市
民
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
参
加
チ
ー
ム
募
集

　

６
月
７
日
（
日
）
午
前
８
時
開
会
式

　

多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
高
木
）

　

本
宮
地
区
在
住
40
歳
以
上
の
男
子
で
編
成
し

た
各
行
政
区
単
位
の
チ
ー
ム

※
編
成
困
難
な
行
政
区
間
の
混
成
チ
ー
ム
も
可

　

５
月
20
日
ま
で
に
所
定
の
申
込
書
を
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

１
チ
ー
ム
４
，５
０
０
円　

※
監
督
会
議（
抽

選
会
）
を
５
月
25
日
（
月
）
午
後
７
時
か
ら
中

央
公
民
館
で
行
い
ま
す
。
そ
の
際
に
持
参
く
だ

さ
い
。

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

☎
33-

２
６
１
１

※
白
沢
地
区
の
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
は
、

５
月
17
日
（
日
）
白
沢
地
区
総
合
体
育
祭
の
中

で
開
催
さ
れ
ま
す
。

市
民
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
参
加
チ
ー
ム
募
集

　

６
月
７
日
（
日
）
午
前
８
時
20
分
開
会
式

　

本
宮
市
総
合
体
育
館

　

市
内
地
区
在
住
30
歳
以
上
の
女
子
で
編
成
し

た
各
行
政
区
単
位
の
チ
ー
ム

※
30
歳
未
満
の
選
手
は
４
名
以
内
の
エ
ン
ト

リ
ー
、
２
名
以
内
の
試
合
出
場
と
し
ま
す
。

※
編
成
困
難
な
行
政
区
間
の
混
成
チ
ー
ム
も
可

　

５
月
20
日
ま
で
に
所
定
の
申
込
書
を
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
白
沢
公
民
館
ま
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

１
チ
ー
ム
２
，０
０
０
円　

※
監
督
会
議（
抽

選
会
）
を
５
月
25
日
（
月
）
午
後
７
時
か
ら
中

央
公
民
館
で
行
い
ま
す
。
そ
の
際
に
持
参
く
だ

さ
い
。

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

☎
33-

２
６
１
１

健

康

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

　

平
成
27
年
度
の
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

予
防
接
種
の
対
象
者
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な

お
対
象
の
方
に
は
個
別
に
通
知
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

①
平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
28
年
３
月

31
日
ま
で
の
間
に
以
下
の
年
齢
と
な
る
方

65
歳
・
70
歳
・
75
歳
・
80
歳
・
85
歳
・
90
歳
・

95
歳
・
１
０
０
歳

②
平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
28
年
３
月
31

問

問

時

時

場内

対

申

申

６月１日から７日は
　「水道週間」です
　水道は、健康で文化的な生活や経済活動を支えるう
えで最も大切なものです。水は限りある資源です。節水
に心がけながら大切に使いましょう。

●立石山浄水場を一般公開します
　水道週間の期間中、施設の見学や説明を随時実施しますの
で、お気軽においでください。
　一般開放時間は、午前９時～午後４時（休日を除く）
　住所：岩根字立石山３－５　電話：39－2417

小山浄水場（岩根）・東禅寺浄水場（糠沢）・平田石浄水場（稲沢）
の見学を希望される方は、あらかじめ、上下水道課（☎24－5412）
へお申し込みください。

カラカラで　蛇口に飛び込む　僕の口
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ここから下は広告欄です。広告掲載を希望される方は、市役所秘書広報課へお申し込みください。

イ
ベ
ン
ト
・
講
座

募

集

健

康

福

祉

子
育
て
・
教
育

く
ら
し

　I N F O R M A T I O N　お知らせ

問

問

問

問時場内 日
ま
で
の
間
に
60
才
以
上
65
才
未
満
に
な
る
方

で
、
心
臓
、
腎
臓
も
し
く
は
呼
吸
器
の
機
能
ま

た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の

機
能
に
障
害
を
有
す
る
方
（
身
障
手
帳
１
級
所

持
者
）

※
既
に
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を

受
け
た
こ
と
の
あ
る
方
は
、
対
象
外
と
な
り
ま

す
。

　

保
健
課　

健
康
増
進
係
（
え
ぽ
か
内
）

☎
63-

２
７
８
０

心
の
健
康
づ
く
り
事
業
「
こ
こ
ろ
の
相
談
室
」

　

５
月
25
日
（
月
）

①
午
後
１
時
〜　

②
午
後
２
時
〜　

③
午
後
３
時
〜

　

え
ぽ
か

　

専
門
家
（
臨
床
心
理
士
）
に
よ
る
心
の
悩
み
、

不
安
な
ど
の
相
談

　
　
　

完
全
予
約
制
。
事
前
に
電
話
等
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

保
健
課　

健
康
増
進
係
（
え
ぽ
か
内
）

☎
63-

２
７
８
０

福

祉

お
も
い
や
り
駐
車
場
利
用
証
交
付
申
請
に

つ
い
て

　

平
成
27
年
度
よ
り
、
お
も
い
や
り
駐
車
場
利

用
証
交
付
の
申
請
時
に
１
２
０
円
切
手
を
貼
付

し
た
返
信
用
封
筒
を
添
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
お
も
い
や
り
駐
車
場
利
用
証
交
付
の
申

請
の
際
は
、
１
２
０
円
切
手
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
な
お
、
県
庁
高
齢
福
祉
課
へ
申
請
す
る
場

合
は
、
そ
の
場
で
交
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
返
信

用
封
筒
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

社
会
福
祉
課　

社
会
福
祉
係

☎
24-

５
３
７
１

市
民
福
祉
課　

福
祉
係　

☎
44-

２
１
１
４

介
護
保
険
制
度
の
一
部
が
変
わ
り
ま
す

　

①
４
月
か
ら
の
主
な
変
更
点

・
介
護
報
酬
改
定
に
伴
い
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
た
時
に
支
払
う
利
用
者
負
担
額
が
変
わ

り
ま
す
。

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
新
規
入
所
は
、

原
則
と
し
て
要
介
護
３
以
上
の
人
が
対
象
と
な

り
ま
す
。（
現
在
入
所
し
て
い
る
要
介
護
１
、２

の
人
は
そ
の
ま
ま
で
す
）
②
８
月
か
ら
の
主
な

変
更
点

・
一
定
以
上
の
所
得
（
本
人
合
計
所
得

１
６
０
万
円
以
上
で
、
同
一
世
帯
の
第
１
号
被

保
険
者
の
年
金
収
入+

そ
の
他
の
合
計
所
得

が
単
身
世
帯
で
２
８
０
万
円
以
上
、
２
人
以
上

世
帯
３
４
６
万
円
以
上
）
が
あ
る
人
の
利
用
者

負
担
が
１
割
か
ら
２
割
に
な
り
ま
す
。

・
現
役
並
み
所
得
者
の
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

支
給
の
負
担
上
限
額
が
３
７
，
２
０
０
円
か
ら

４
４
，
４
０
０
円
に
な
り
ま
す
。

・
７
０
歳
未
満
の
人
の
高
額
医
療
・
高
額
介
護

合
算
制
度
の
限
度
額
が
変
わ
り
ま
す
。

・
施
設
を
利
用
し
た
と
き
の
食
費
・
居
住
費
の

負
担
限
度
額
の
認
定
条
件
に
、
住
所
が
違
う
配

偶
者
の
課
税
状
況
や
預
貯
金
な
ど
も
勘
案
さ
れ

ま
す
。

　

高
齢
福
祉
課　

介
護
保
険
係
（
え
ぽ
か
内
）

☎
63-

２
７
８
０

問
申

内

マイカーローン・教育ローン特別金利取扱中 お近くのJA各支店へご相談ください
お気軽にご相談ください

住宅ローン・リフォームローン・マイカーローン・教育ローン
ローンのことならローンセンター（二本松支店となり）　毎週日曜日　午前９時～午後３時まで営業中

認定農業者になりましょう
　この認定農業者制度は、農業者が自ら
の農業の５年後の目標やその達成に向け
た取組等を内容とする「農業経営改善計
画」を作成し、その計画を市町村が認定
する制度です。
　自ら経営改善に取り組む意欲のある人
であれば、年齢や経営規模の大小を問わ
ず、どなたでも認定を受けることが出来
ますので、是非、認定農業者になりましょ
う。
　※平成27年度から経営所得安定対策
（旧農業者戸別所得補償制度）は、「畑作
物の直接支払交付金（ゲタ対策）」と「米・
畑作物の収入減少影響緩和対策（ナラシ
対策）」の交付対象者が、認定農業者・
集落営農・認定就農者に限定されます。

　 農政課　農政係　☎２４－５３８５
産業建設課　農産係　☎４４－２１１５



18広報もとみや5月号

ここから下は広告欄です。内容についてのお問い合わせは、直接、広告主の方へお願いします。

イ
ベ
ン
ト
・
講
座

募

集

健

康

福

祉

子
育
て
・
教
育

く
ら
し

お知らせ　I N F O R M A T I O N

　日時　　場所　　内容　　料金　　講師　　対象

　定員　　申込み　　問い合わせ先

時 場 内 料 講 対

定 申 問

問

時場講 対問 内

水道工事はお任せ　本宮市水道工事指定店会！
オ

オ

ナ

ミ

㈱（
３
３
―
１
０
０
１
）

　

本
宮
市
高
木
字
戸
崎
63
番
地
３

㈲
光
設
工
業
所（
３
３
―
１
８
９
５
）

　

本
宮
市
青
田
字
孫
市
２
番
地
25　

㈱
小

山

設

備（
３
３
―
３
０
３
１
）

　

本
宮
市
本
宮
字
仲
町
39
番
地

㈲
須
藤
住
機
工
業
（
３
４
―
５
５
２
８
）

　

本
宮
市
本
宮
字
小
幡
33
番
地
１

㈱
タ

カ

マ

ツ（
３
３
―
５
２
４
２
）

　

本
宮
市
本
宮
字
一
ツ
屋
12
番
地
７

㈲
浜
野
和
水
道（
３
３
―
２
７
８
８
）

　

本
宮
市
本
宮
字
塩
田
49
番
地
２

㈲
本

宮

設

備（
３
３
―
２
５
９
２
）

　

本
宮
市
本
宮
字
南
町
裡
１
４
４
番
地
１

㈲
三

和

設

備（
４
４
―
４
５
４
２
）

　

本
宮
市
和
田
字
作
田
３
番
地
１

65
歳
以
上
の
介
護
保
険
料
の
お
知
ら
せ

　

市
で
は
、
平
成
27
年
３
月
に
新
た
な
「
本
宮

市
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
」

を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
で
の
平
成
27
年

度
の
介
護
給
付
費
の
見
込
額
は
、
21
億
３
千
万

円
で
す
。

　

介
護
保
険
事
業
は
、
65
歳
以
上
の
方
か
ら
の

保
険
料
で
介
護
保
険
給
付
費
の
22
％
を
負
担
す

る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
27
年
度
の

保
険
料
は
、
所
得
段
階
に
応
じ
て
９
段
階
に
分

け
ら
れ
、
平
成
29
年
度
ま
で
の
３
年
間
は
次
の

表
の
と
お
り
で
す
。

　

高
齢
福
祉
課　

介
護
保
険
係
（
え
ぽ
か
内
）

☎
63-

２
７
８
０

く

ら

し

「
就
職
相
談
会
」
開
催

　

市
で
は
、
就
職
を
希
望
す
る
市
民
や
、
原
発

事
故
の
影
響
に
よ
り
市
内
へ
避
難
し
て
い
る

方
々
の
就
職
を
支
援
す
る
た
め
、「
就
職
相
談

会
」
を
開
催
し
ま
す
。
専
門
の
相
談
員
（
キ
ャ

リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）
が
、
就
職
に
関
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　

５
月
25
日
（
月
）
午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時

　

中
央
公
民
館　

第
２
研
修
室

　

①
市
内
に
居
住
す
る
方
（
新
卒
学
生
な
ど
も

含
む
）　

②
原
発
事
故
の
影
響
に
よ
り
市
内
へ

避
難
さ
れ
て
い
る
方

　

就
職
相
談
、
職
業
紹
介
、
応
募
書
類
の
書
き

方
な
ど　

※
予
約
不
要
、
相
談
費
用
も
無
料

　

ふ
く
し
ま
就
職
応
援
セ
ン
タ
ー
の
相
談
員

（
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

　

商
工
観
光
課　

商
工
労
政
係　

☎
24-

５
３
８
１

自
動
車
税
の
納
期
限

　

自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現
在
の
自
動

車
の
所
有
者
（
ま
た
は
使
用
者
）
に
課
税
さ
れ

る
県
の
税
金
で
す
。
平
成
27
年
度
の
自
動
車
税

納
税
通
知
書
は
、
５
月
８
日
（
金
）
に
福
島
県

地
方
振
興
局
か
ら
一
斉
に
送
付
さ
れ
ま
す
の

で
、
最
寄
り
の
金
融
機
関
ま
た
は
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で
納
期
限
の
６
月
１
日（
月
）

ま
で
に
納
付
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

自
動
車
を
譲
渡
し
た
と
き
、
使
用
し
な
く

ためらわず　知らせて　つなぐ命の輪ためらわず　知らせて　つなぐ命の輪 虐待を受けたと思われる
子どもがいたら。

出産や子育てで気になる
ことがあったら。

子育て支援サービスを
利用したいと思ったら。

全国共通ダイヤル

０５７０-０６４- ０００
24時間、児童相談所につながります

児童虐待を防ぎましょう

　地域の方々のちょっとした「目くばり」「気くばり」で子ども
たちを虐待から救えます。
　「おやっ？」と気になることがありましたら迷わず連絡してく
ださい。

　
子ども福祉課内　家庭児童相談室

　☎２４- ５３７６

▼
問

所得段階 対象となる方 保険料算出式 月額 年額

第1段階
非
課
税
世
帯

生活保護および年金等
80万円以下

基準額×0.5 2,600 31,200

第2段階
年金等80万円超～
120万円以下

基準額×0.75 3,900 46,800

第3段階 年金等120万円超 基準額×0.75 3,900 46,800

第4段階

課
税
世
帯

本
人
非
課
税

年金等80万円以下 基準額×0.9 4,680 56,200

第5段階 年金等80万円超 基準額×1 5,200 62,400

第6段階

本
人
課
税

本人所得
120万円未満

基準額×1.2 6,240 74,900

第7段階
本人所得

120万～190万円
基準額×1.3 6,760 81,200

第8段階
本人所得

190万～290万円
基準額×1.5 7,800 93,600

第9段階
本人所得

290万円以上
基準額×1.7 8,840 106,100

※国会で決定した場合に適用
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ここから下は広告欄です。広告掲載を希望される方は、市役所秘書広報課へお申し込みください。

イ
ベ
ン
ト
・
講
座

募

集

健

康

福

祉

子
育
て
・
教
育

く
ら
し

　I N F O R M A T I O N　お知らせ

問

問

問内 な
っ
た
と
き
、住
所
を
移
転
し
た
と
き
な
ど
は
、

お
早
め
に
運
輸
支
局
な
ど
で
登
録
手
続
き
を
す

ま
せ
ま
し
ょ
う
。

　
【
自
動
車
税
】

福
島
県
県
北
地
方
振
興
局
県
税
部　

自
動
車
税

チ
ー
ム　

☎
０
２
４-
５
２
３-

０
０
５
１

【
自
動
車
登
録
事
項
な
ど
】

東
北
運
輸
局
福
島
運
輸
支
局

☎
０
５
０-

５
５
４
０-

２
０
１
５

郵
便
投
票
の
お
知
ら
せ

　

体
が
不
自
由
で
、
投
票
所
に
行
く
こ
と
が
で

き
な
い
方
に
つ
い
て
は
、
自
宅
な
ど
で
不
在
者

投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
次
の
表
に
あ

て
は
ま
る
方
は
、
自
宅
な
ど
で
投
票
が
で
き
ま

す
。

　

た
だ
し
、
投
票
を
す
る
に
は
、『
郵
便
等
投

票
証
明
書
』
の
交
付
を
受
け
て
お
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

●
手
続
き
の
流
れ

(

１)

「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」
の
交
付
申
請

　

次
の
書
類
を
選
挙
管
理
委
員
会
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
確
認
後
「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」

を
交
付
し
ま
す
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷
病
者
手
帳
ま

た
は
介
護
保
険
被
保
険
者
証

②
郵
便
等
投
票
証
明
書
交
付
申
請
書

申
請
は
、郵
送
で
も
代
理
の
方
で
も
結
構
で
す
。

(

２)

投
票
用
紙
な
ど
の
請
求

　

投
票
用
紙
・
投
票
用
封
筒
を
選
挙
管
理
委
員

会
へ
請
求
し
ま
す
。
請
求
に
は
次
の
書
類
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

①
郵
便
等
投
票
証
明
書

②
自
分
で
署
名
し
た
投
票
用
紙
等
請
求
書

提
出
方
法
は
、
郵
送
で
も
代
理
の
方
で
も
結
構

で
す
。
な
お
、
投
票
用
紙
等
の
請
求
は
、
選
挙

期
日
の
４
日
前
ま
で
で
す
。

(

３)

投
票
お
よ
び
投
票
用
紙
等
の
返
送

　

選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
郵
送
さ
れ
た
投
票
用

紙
に
自
宅
で
記
載
し
、封
筒
に
入
れ
て
封
印
し
、

署
名
し
た
も
の
を
、
選
挙
管
理
委
員
会
で
準
備

し
た
返
信
用
封
筒
で
郵
送
し
ま
す
。
投
票
用
紙

は
、
郵
送
以
外
で
送
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

な
お
、
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き
る

方
の
う
ち
、
自
分
で
投
票
用
紙
に
字
が
書
け
な

い
方
は
「
代
理
記
載
制
度
」
を
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
選
挙
管
理
委
員
会

ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

本
宮
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎
24 - 

５
４
３
８

ありがとう
心静かに手を合わす。

豊かな緑に囲まれた静寂な施設のなか、

など、満足のいくサービスを提供いたします。
祭 壇　葬儀用品　お料理　花 輪　贈答品祭壇　葬儀用品　お料理　花輪　贈答品

杜の中の斎場 ほうりん斎場　二本松市上竹２－286－１
ほうりん法要ホール　TEL.0243－23－5520　FAX.0243－22－7377
東 和 斎 場　二本松市針道字鍛冶屋敷 15－１
大 山 斎 場　大玉村大山字玉貫 19－７
福島平野斎場　福島市飯坂町平野字大前田１－４
　　　　　　TEL.024－542－6444　FAX.024－542－4960

●年中無休　●24時間受付　●大駐車場完備
ほうりん大山斎場

0120－43－1194
ヨ サン イ イ ク ヨー

障がい等の
区　　分

障がい等の程度

身体障害者
手帳

両下肢、体幹、移動
機能

１級または２級

心臓、じん臓、呼吸
器、ぼうこう、直腸、
小腸

１級または３級

免疫、肝臓 １級から３級

戦傷病者
手帳

両下肢、体幹
特別項症から第２
項症

心臓、じん臓、呼吸
器、ぼうこう、直腸、
小腸、肝臓

特別項症から第３
項症

介護保険の
被保険者証

要介護状態区分 要介護５

特別永住者証明書へ切り替えましょう
　平成２４年７月９日に外国人登録制度が廃止されました。特別永住者の方で外国人登録証明書をお持ちの
方は、期間が満了する日までに、外国人登録証明書を特別永住者証明書に切り替える必要があります。
　外国人登録証明書が特別永住者証明書とみなされる期間（有効期間）は下記のとおりです。

市民課　市民窓口係　☎２４－５３４１

（１）平成24年7月9日の時点で16歳以上であっ
た方
　①誕生日が平成２７年７月８日までに到来する方
　　　　　　　　→平成２７年７月８日まで
　②誕生日が平成２７年７月９日以降に到来する方
　　　　　　　　→当該誕生日まで

（２）平成24年7月9日の時点で16歳未満であっ
た方
　　　　　　　　→１６歳の誕生日まで

申請は、市民課市民窓口までお越しください
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ここから下は広告欄です。内容についてのお問い合わせは、直接、広告主の方へお願いします。
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お知らせ　I N F O R M A T I O N

　日時　　場所　　内容　　料金　　講師　　対象

　定員　　申込み　　問い合わせ先

時 場 内 料 講 対

定 申 問

料問

狂
犬
病
予
防
注
射
（
補
正
）
の
実
施

　

犬
を
飼
っ
て
い
る
方
は
、
犬
の
登
録
と
年

１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射(

生
後
３
カ
月
齢
以

上)

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
集
合
予
防

注
射
を
次
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
の
で
、
ま
だ

受
け
て
い
な
い
場
合
は
、
都
合
の
良
い
会
場
で

お
受
け
く
だ
さ
い
。

●
次
の
場
合
は
予
防
注
射
を
受
け
る
前
に
、
獣

医
師
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

①
犬
が
病
気
に
か
か
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
と

き　

②
予
防
注
射
で
シ
ョ
ッ
ク
な
ど
の
副
作
用

を
起
こ
し
た
こ
と
が
あ
る
場
合
（
発
疹
・
じ
ん

ま
し
ん
・
け
い
れ
ん
・
よ
だ
れ
な
ど
も
含
む
）

③
妊
娠
初
期
ま
た
は
妊
娠
末
期
の
と
き　

④
１

カ
月
以
内
に
他
の
予
防
注
射
を
受
け
て
い
る
と

き

●
新
た
に
犬
を
飼
っ
た
場
合
の
新
規
登
録
も
併

せ
て
行
え
ま
す
。

●
犬
が
死
亡
し
た
と
き
、
犬
が
い
な
く
な
っ
た

と
き
や
、
飼
い
主
が
変
わ
っ
た
場
合
に
も
届
出

が
必
要
で
す
。

　

注
射
代
３
，
２
０
０
円
（
内
訳　

注
射
料
金

２
，
６
５
０
円
・
注
射
済
票
代
５
５
０
円
）

新
規
登
録
３
千
円

　

生
活
環
境
課　

環
境
係　

☎
24-

５
３
６
２

白
沢
総
合
支
所　

市
民
福
祉
課　

生
活
安
全
係 　

☎
44-

２
１
１
４

な
り
す
ま
し
詐
欺
に
ご
注
意
を

　

最
近
、
な
り
す
ま
し
詐
欺
の
被
害
が
あ
と
を

た
ち
ま
ち
せ
ん
。
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

・
息
子
、
孫
、
警
察
官
、
官
公
庁
職
員
を
名
乗

る
者
か
ら
、
直
接
お
金
の
や
り
と
り
を
す
る
よ

う
な
電
話
が
あ
っ
た
場
合
に
は｢

な
り
す
ま
し

詐
欺｣

を
疑
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
急
に
多
額
の
お
金
を
必
要
と
し
た
り
、
預
け

さ
せ
た
り
す
る
よ
う
な
電
話
が
来
た
時
は
、
家

族
や
最
寄
り
の
警
察
署
に
確
認
・
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

・
レ
タ
ー
パ
ッ
ク
、
ゆ
う
パ
ッ
ク
、
宅
配
便
及

び
メ
ー
ル
便
で
、
現
金
の
送
付
を
指
示
し
て
き

た
場
合
は｢

な
り
す
ま
し
詐
欺｣

を
疑
っ
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
宅
配
便
等
で
の
現
金
の
送
付
は
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

不
審
な
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
と
き
は
、
相

手
の
話
を
信
用
せ
ず
、
被
害
に
あ
わ
な
い
よ
う

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

本
宮
市
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
者
発
表

　

第
８
回
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
、
３

月
20
日
、
白
沢
ふ
れ
あ
い
文
化
ホ
ー
ル
で
行
わ

れ
、
各
部
門
の
入
賞
者
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
賞
（
各
部
門
共
通
）
と
各
部
門
の
特
賞
、

優
秀
賞
を
紹
介
し
ま
す
。
受
賞
作
品
な
ど
詳
し

い
内
容
は
広
報
も
と
み
や
６
月
号
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

・
大
賞
（
各
部
門
共
通
）　

　
『
光
の
奔
流
』　

笹
岡　

伸
仁
さ
ん

・
特
賞
（
風
景
）　

　
『
収
穫
の
秋
』　

佐
藤　

澄
子
さ
ん

・
特
賞
（
祭
り
）　

　
『
軽
や
か
に
』　

穀
野　

只
信
さ
ん

・
特
賞
（
安
達
太
良
）

　
『
あ
じ
さ
い
の
咲
く
頃
』　

長
尾　

憲
治
さ
ん

・
優
秀
賞

　
『
遠
太
鼓
』　

仲
川　

清
さ
ん

月日 時 間 会 場

６
月
３
日
（
水
）

8:40～8:50 白岩分館

9:00～9:10 白沢総合支所

9:20～9:30 仁井田地区公民館

9:40～9:50 荒井地区公民館

10:00～10:10 岩根農耕センター

10:20～10:30 青田農耕センター

10:40～10:50 本宮市中央公民館

11:00～11:10 高木地区公民館



21 広報もとみや5月号

ここから下は広告欄です。広告掲載を希望される方は、市役所秘書広報課へお申し込みください。
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　I N F O R M A T I O N　お知らせ

時

場

料

対
定

問

問

ごみの収集を休みます
５月４日（月）みどりの日

５月５日（火）こどもの日

５月６日（水）振替休日
　上記期間中は、ごみステーションへごみを出さな

いようご協力をお願いします。

　また、もとみやクリーンセンターへの個人搬入

もできませんのでご注意ください。

もとみやクリーンセンター　☎３３-５４９９　
生活環境課　環境係　☎２４-５３６２
白沢総合支所　市民福祉課　生活安全係　
☎４４-２１１４

問

救急車の適正利用のお願い救急車の適正利用のお願い

救急出場件数が増加しています。

真に緊急を要する方のために、

救急車の適正利用をお願いします。

・定期的な通院等において、タクシー代わりに救
急車を利用することは控えてください。
・ 「どこの病院に行けば良いか不明」といった
場合は、消防本部情報センター等を活用してく
ださい。
※ 消防本部情報センター（23-1119）
　土日、休日、夜間の診察可能な医療機関の紹
介をしています。
◎救急車以外に搬送の手段がなく、緊急に医療
機関等に搬送しなければならないと思われる場
合は、迷わずすぐに救急車を要請してください。

安達地方広域行政組合消防本部　☎２２- １２１１

市立保育所臨時職員募集
市では、市立保育所の臨時職員を募集しています。

　　保育士の資格がある方
　　10名程度
　　7:00から19:00までの間で7時間45分の交代
勤務
※勤務時間が４～６時間程度の短時間勤務も可能で
すので、お問い合わせください。
　　市内保育所５カ所（本宮第１保育所、本宮第２
保育所、本宮第３保育所、五百川幼保総合施設、白
沢保育所）のいずれか
　　20歳～34歳の方　日額7,370円
35歳以上の方　日額8,000円

　 ハローワーク二本松　☎２３－０３４３
幼保学校課　幼保教育係　☎２４－５４４６
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お知らせ　I N F O R M A T I O N

市営住宅の募集状況

※ただいま募集はしていません。
　　　　　　　建設課　建築係 ☎２４‒５３９３

市のすがた（平成27年4月１日現在）

水道メーター検針のお知らせ

男　性 14,985人（ △7）
女　性 15,467人（△24）
総人口 30,452人（△31）
世帯数 9,888世帯（　16）

漏水当番のお知らせ

　月　日　　　水道工事指定店　電話番号

５月２日（土）　㈲光設工業所 33‒1895
５月３日（日）　㈱小山設備 33‒3031
５月４日（月）　㈱タカマツ 33‒5242
５月５日（火）　㈲須藤住機工業 48‒2357
５月６日（水）　㈲三和設備 44‒4542
５月９日（土）　㈲浜野和水道 33‒2788
５月10日（日）　㈲本宮設備 33‒2592
５月16日（土）　オオナミ㈱ 33‒1001･33‒2412
５月17日（日）　㈲光設工業所 33‒1895
５月23日（土）　㈱小山設備 33‒3031
５月24日（日）　㈱タカマツ 33‒5242
５月30日（土）　㈲須藤住機工業 48‒2357
５月31日（日）　㈲三和設備 44‒4542
６月６日（土）　㈲浜野和水道 33‒2788
６月７日（日）　㈲本宮設備 33‒2592

納期のお知らせ

固定資産税 1期
住宅使用料 5月分
住宅駐車場使用料 5月分
保育所保育料 5月分
保育所一時保育料 5月分
幼稚園授業料 5月分
幼稚園預かり保育料 5月分
放課後児童保育料 5月分

　4月～5月分の水道メーター検針を、5月20日（水）か
ら25日（月）に実施しますので、メーターボックスの上
には物など置かないよう、ご協力をお願いします。

※宅内の漏水で、早急に修理の必要がある場合のみの対応とな
ります。通常の修理には対応できませんので、ご了承ください。

▽
本
宮
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

　
（
会
長　

長
谷
川
建
一
さ
ん
）

　

◎
新
入
学
児
童
の
交
通
安
全
の
た
め

　

・
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー　

３
１
７
枚

▽
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
明
る
い
社
会
づ
く
り
運
動

福
島
県
運
営
委
員
会
二
本
松
・
本
宮
地

区
協
議
会

　
（
会
長　

矢
島
義
謙
さ
ん
）

　

◎
新
入
学
児
童
の
交
通
安
全
の
た
め

　

・
黄
色
い
帽
子　

２
９
３
個

▽
白
沢
そ
ば
倶
楽
部

　
（
代
表　

平
勝
治
さ
ん
）

　

◎
白
沢
公
民
館
調
理
実
習
室
充
実
の
た

め
善
意
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

郡山北警察署本宮
分庁舎より
（　）は１月から
の集計

3月の交通事故発生状況

件数 死者 傷者
本年 13（ 30）   0（0） 19（ 39）
前年 7（ 28）   1（1） 10（ 38）
増減 6（  2） △1（△1） 9（  1）

編
集
後
記

※口座振替をご利用の方は、
左記納期限の前日までに、
預金残高の確認をお願い
します。

（　）は、対前月比
※集計方法の違いにより福
島県が発表する数値と異
なることがあります

　

今
回
で
１
０
０
号
を
迎
え
た

広
報
も
と
み
や
。
た
ま
た
ま
そ

ん
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
広
報
担
当

に
な
れ
て
光
栄
で
あ
り
、
恐
れ

多
い
気
持
ち
で
す
…

　

広
報
紙
は
合
併
前
の
昭
和
30

年
代
か
ら
続
い
て
い
ま
す
。
先

輩
が
築
い
て
き
た
広
報
担
当
の

名
に
恥
じ
な
い
よ
う
精
進
し
て

い
き
ま
す
。
今
度
歴
代
担
当
で

飲
み
会
を
開
く
の
も
面
白
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
！　
　
　
（
彦
）

　

・
上
履
き
用
サ
ン
ダ
ル　

20
足

　

・
ア
ル
ミ
鍋　

１
個

問

真心・親切、お客様の足となり日々安全運転！
一般貸切旅客自動車運送業
　　　　小型バスから大型バスまで

〒969－1101　福島県本宮市高木字猫田53－１
0243－34－4450TEL 0243－34－4481FAX

観光・研修会・冠婚葬祭等バスのご用命は

協和交通株式会社

納期限
6月1日（月）
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　病院群輪番制は、休日または夜間における入院治療を必要とする重症救急患者の医療を確保することを目的に、安達管内の病院（上記の４病院）が輪番制で診療にあたる
ものです。診療科については、病院にお問い合わせください。

きぼうホットラインきぼうホットライン
本宮市心の健康づくり相談事業

☎0 2 4 3ー 3 4ー 5 5 6 0
毎週水曜日　10：00から17：00まで

　現代社会では、多くの方がストレスを抱え
て生活しています。ひとりで抱え込まずに相
談してみませんか。本人・家族どなたでも相
談可能です。予約不要、秘密は厳守します。

☎0 2 4 3ー3 4ー5 5 6 0
（相談して）　　　　み よう　　 こ　こ　ろ まる

保健衛生だより保健衛生だより
5月の健診日程

※健診対象者には、個人通知をお送りします。（すでに受診している方は対象外となります。）
※健康診査には「母子健康手帳・バスタオル」をお持ちください。健康相談には「母子健康手帳」をお持ちください。
【「母子健康手帳」は、保健課（えぽか内）で発行しています。】

保健課　健康増進係（えぽか内）　☎６３－２７８０

日曜・祝日当番医　受付時間　９：00～11：30  14：00～16：30

５月17日（日）
（医）佐藤内科胃腸科医院【小児】（二本松市油井） 22－0174
整形外科内科リウマチ科　小林医院（二本松市根崎） 22－0682
吉田耳鼻咽喉科医院（本宮市本宮字万世） 34－1330
５月24日（日）
かさい小児科クリニック【小児】（二本松市油井） 22－8800
（医）辰星会　枡記念病院（二本松市住吉） 22－3100
やなぎほり皮膚科クリニック（本宮市高木字平内） 24－1028
５月31日（日）
土川内科小児科【小児】（二本松市槻木） 22－6688
（医）青木整形外科医院（二本松市榎戸） 22－3103
（医）慈久会　谷病院（本宮市本宮字南町裡） 33－2721
６月７日（日）
（医）博愛会　東和クリニック【小児】（二本松市針道） 66－2122
しんいち内科（二本松市油井） 24－8420
（医）落合会　東北病院（本宮市青田字花掛） 33－2588
６月14日（日）
（医）安斎内科胃腸科医院（二本松市若宮） 22－3001
野地眼科医院（二本松市若宮） 23－0024
（医）よしだこどもクリニック【小児】（本宮市高木字平内） 34－6418

５月３日（日）
（医）森小児科医院【小児】（二本松市郭内） 22－3215
独立行政法人地域医療機能推進機構　二本松病院（二本松市成田町） 23－1231
いしわたクリニック（本宮市荒井字東学壇） 63－2826
５月４日（月）
（医）社団実生会 土川産婦人科医院【小児】（二本松市松岡） 22－0035
（医）成美会 鈴木皮フ科クリニック（二本松市本町） 22－6877
（医）渡辺クリニック（本宮市高木字高木） 34－3311
５月５日（火）
二本松市岩代国保診療所（二本松市百目木） 56－2461
（医）菊慈会 きくち整形外科（二本松市油井） 23－2627
（医）坂本クリニック【小児】（本宮市本宮字千代田） 34－1188
５月６日（水）
（医）辰星会　枡病院（二本松市本町） 22－2828
（医）しかの眼科（二本松市油井） 62－2520
（医）上遠野内科医院【小児】（本宮市本宮字荒町） 33－5866
５月10日（日）
佐久間内科小児科医院（二本松市本町） 22－0570
（医）三浦内科医院（二本松市亀谷） 23－3883
池田眼科医院（本宮市本宮字仲町） 34－4100

◎＝夜間（18：00～翌日８：00）、●＝休日＋夜間（８：00～翌日８：00）病院群輪番制日程表

月 5月 6月
日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

曜　 日 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月
枡記念病院 ● ◎ ◎ ◎ ◎ ● ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

枡 病 院 ◎ ● ◎ ◎ ● ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ●

谷 病 院 ◎ ● ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ● ◎ ◎ ◎
二本松病院 ● ◎ ● ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ● ◎

種　　　類 対　　　　　象 月　　日 受付時間 場　　所
４カ月児健康診査 平成27年１月１日～１月31日生まれ ５月14日（木） 13：00～13：30

えぽか
（本宮市民元気いき
いき応援プラザ）
※本宮字千代田地内

10カ月児健康診査 平成26年７月１日～７月31日生まれ ５月21日（木） 13：00～13：30

１歳６カ月児健康診査 平成25年10月４日～10月31日生まれ ５月20日（水） 13：00～13：30

３歳児健康診査 平成23年12月23日～平成24年１月31日生まれ ５月12日（火） 13：00～13：30

親と子の健康相談 妊婦・乳幼児～高校生の保護者 ５月18日（月） 10：00～11：00

　休日の診療に際しては、終了時間間際でなく、余裕を持って受診されますよう、お願いします。
　なお、緊急を要する場合はこの限りではありません。 【小児】は、小児科の当番医療機関

問
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う水原ゆきさん　４．来場者が復興への思いや夢につい
て桜の花びらに見たてて書き込んだメッセージボード　
５. 浪江焼麺太国から太王も応援にかけつけてくれました
６. 会場の公園でさまざまな遊具を使って遊ぶ子どもたち
７. 子どもに大人気のふわふわバルーン

民謡ショーを披露した
石井敦子さん(左 )と雅子さん

桜
が
き
れ
い
で
感
動

し
ま
し
た
！
お
客
さ
ん
も
一

緒
に
歌
っ
て
く
れ
て
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。

百
花
繚
乱
！
感
動
の
春
、
到
来

【
編
集
・
発
行
】
本
宮
市
　
市
長
公
室
　
秘
書
広
報
課

〒
969－1192　

福
島
県
本
宮
市
本
宮
字
万
世
212番

地
☎
 0243‒24‒5332　

FA
X
 0243‒34‒3138

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
　
http://www.city.m

otom
iya.lg.jp

E
-m
ail　
info@

city.m
otom
iya.lg.jp

〈
再
生
紙
使
用
〉

携
帯
版
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

簡
単
ア
ク
セ
ス

←
Q

Rコ
ー
ド

広
報
も
と
み
や

毎
月
１
日
発
行


